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まえ が き

四国地域忙おいては，川上か ら川下への一体化が強 く要望されてきているが・ と

くに最近では農山村 の活性 化のため林業，農業の壁をとり除いた共同研究の重要

性が認識され種々年会合の中で も話題 と夜ることが多い。一方，行政部局か らは地

域性を重視 した研究課題の と少上げが強 く要請されてきている。

この ような情勢の中で，当支場では ここ 2 年 余 力をかけて研究推進の見直 しを

行レ㍉ このほど「 四国地域における研究推進 目標 」を策定 し地域性に立脚した研

究問題をと少上げ，これを解決するための大課題，中課題ならびに具体的な研究課

題である小課題の概定を終了 した。・昭和 占0 年 慶 か らは この 新 しい研究推進 目標

に沿って研究が進 め られ る。

林業をと力ま く社 会情勢 や 地域研究への要請など，ますます複雑多岐にわたる

ように覆った昨今，昭和 59 年 慶に実施 した試験研究 の概要 とその成果の一部を

と力まとめて報告する。内容的には過去 2 ，5 年 前 の年報に くらべて・ 研究課題

や研究内容に若干の変化がみ られるが，これはそれぞ れの研 究員が四国地域にお

ける問題点をよく認識 し，それを研究面に反映 しようと常 日頃努力 している結果

の表われであろうと思われる。したがって，昭和 “ 年度からの研究推進 目標に もと

づく新 しい研究課題へ の移行 もスムーズに行われるものと確信 している0

終りに，当支場の研究業務を進めるにあた って終始 ど協力・ ど援助をいただい

ている営林局署，林木育種場，県，大学の関係機関のか たがた ならびに民間のか

たがたに，厚 くお礼を申し上げます。

昭和 占0 年 10 月

支場長 辻 隆 道
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昭和 59 年慶試験研究項目系統表

森林の多目的
利用のための
基礎技術

森林生産増大
技術

環境保全的施
薬技術

丁

森林生態系の機能
の解明

．森林利用の吾†画管
理システムの確立

地力推持・増進技
術の確立

育林技術 の改 善

皆伐施業技術の改
善

非皆伐施薬技術の
確立

天然林施薬技術の
体系化

一暗赤色土の特性

一昔凍経理 システムの開発

1 三

1

1

ノキ単純林土壌の特性

（ 55－60 ：土 壌 ）

（ 56－60 ：経 営 ）

（ 57－62 ：土 壌 ）

ノキ林の下層植生と地表侵食 （57－61 ：

枝打ちと生産構造

間伐方法比戟試験

外国マツの施業法の解明

人工林の施業法の解明

広葉樹の施業法の解明

ー複層林の保育

1
天然生林の施業法の解明

ヒノキ林の天然更新

ヰtl

〝

（ 52～61 ：造 林 ）

（ 4 6 － 6 7 ： 〝

（ 53～62 ：経 営 ）

（ 5 3 － 1 0 0 ： 〝 ）

（ 5 6 － 6 5 ： 〝 ）

（ 55－64 ：造 林 ）

（ 53～100 ：経 営 ）

（ 57－61 ：造 林 ）



防除技術の改善お
よび新防除技術の
開発

」

四国地方の虫害の基礎調査

食葉性が類の生態 と防除

（ 51－60 ：保 護 ）

（ 5 4 ～ 5 8 ： 〝 ）

マツ枯損防止新技術適用化促進調査 （58－61 ‥ 〝

発のためゐ尭病機 ‾ 要因 、“‾▼）フ●
構の解面

スギ・ ヒノキ穿孔性
害虫忙 よる加害・材－ スギカ ミキリの樹体内個体群の変動 （58～61 ：
賀劣化機構の解明

森林被害防除
技術

林業技術の体
系化と経営の
近代化

森林の公益的
機能の維持増
進

マツ枯損防止忙関
する新防除技術閃

合理的林業経営構
造の解明と管理方
式

農林水産業のもつ
国土資源 と環境の
保全機能及びその
推持増進忙関する
総合研究

璽蓋の伝幡・拡大忙関連する生物的 （57～59 ‥ 〝

〝

1
林業生産の地域分析

地域性忙立脚した林業の
総合的管理方式

（ 49～58 ：経 営 ）

（ 5 8 － 6 0 ： 〝

複合林施業忙よる水・土保全機能の （59－62 ：土 壌 ）
一向上技術
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試験 研 究 の 概 要 お よ び 短 報

虫汚



一1 一

経営研究 室 の研 究概要

経営研究室の研究項目は自然科学系と社会科学系K 大別され，前者K 属する抹鑑札 （1）人工林の施業

法の解明，（2）天然林の施業法の解明，（3桝国マツの施業法の解明，仏）広葉樹の施業法の解明，．（5港 頼経

理システムの開発等である。後者忙属ナる課題は地域性忙立脚した林業の総合的管理方式忙関する研究

である。

「 人工林の施業法の解明」吼 四国の国有林忙スギ7 か所，ヒノキ5 か所の固定標準地を設け，それ

ら林分の取扱いの相違忙よる各林分要素の時系列的変化を検討 し，合理的施業法の確立をめざしている。

昭和 59（ 19糾 ）年度は宿毛営林署管内の奥足川山ヒノキ人工林と本山営林署管内の中の川山スギ人工

林標準地の定期調査を実施した。

「 天然林の施薬法の解明」吼 魚梁瀬営林署管内の千本山と小屋丑山の択伐天然下種更新試験地忙お

いて行っている。両試験地は大正 14（ 1925 ）年度の設定時忙第 1 国訳伐を，また昭和 42（ 1967 ）年

産忙第2回択伐を実施した。昭和58（1983 ）年度忙は千本山忙第3回の択伐を実施し，」戯 山では広

葉樹のみを伐採 した。昭和 59（ 1984 ）年産忙は千本山忙 20 れ停の苗木植栽区と天然下種区を交互忙3

列ずつ設定し，小屋敷山忙は 20 m 幅 9列の広葉樹伐採区K ba当た り2，500 本のスギを植栽 し，天然下種

更新 した稚樹 と植栽木の生長比戟と，両者忙投入された労働力と賃金を含めた投下事業費の経済評価を

行う準備をすすめた。

「 外国マツの施業法の解明」吼 奈半利営林署の須川山と，須崎営林署の松の川遥の川谷山，西条営

林署の円山忙試験地を設定 し，スラッシュマツ，テーダマツの林分掌素の推移を解析 してきたが，一応

の成果を得たので，昭和 59（ 1984 ）年産をもってこの試験は完了する。

「 広葉樹の施業法の解明」は，広葉樹のうち，コナラ，クヌギ，メイワンフウを対象忙，材横表ヤ収

穫表の調整，おエび林分筆素の時系列的予測法，合理的施業法の解明を目的としてきた0 しかし研究の

過程ではタイワンフウの研究忙重点を置き，高知県下の 3林分，徳島県下の2 林分を対蒙忙定期調査忙

よる林分要素の時系列的把握 と，高知県下の 1林分で間伐後の切株か ら発生する萌芽数と上長生長の調

査を行った。

「 蓄積経理システムの開発」吼 地域施業計画区どとの施業体系別収穫予想表の確立を目的とし・ 昭

和59（ 1984 ）年度 も四国地方国有林のスギ， ヒノキ各林分密度管理図の適用精度を検討 した0

「 地域性に立脚した林業の総合的管理方式」吼 昭和 58（1983 ）年度から発足した課題で，これ吼

本場 と5 支場で，それぞれ代表的町村を対象忙自然的条件，社会的条件を考慮 した 、、地域 ぐるみ、、林業

のモデルを提示し，民有林行政への貢献 と，電算機を軸忙した地域林業関連の情報の処理，ならび忙地

域吉備ヤ，政策への活用方法忙関しても新しい展望を開こうとするものである0 昭和59（1984 ）年度吼

昭和 58（ 1983 ）年産忙実施した，樹幹析解木 20 本忙よる地位指数曲線，63標準地K よる最適密度管理

図の選択の検討， 150 戸の山林所有者を対象忙実施 した林業経営忙関するアンケートの分析を実施した0

さら忙昭和 59〔 1984 ）年産吼 徳島県那賀川流域の国産材を中社新製材している製材所 16 か所を抽出

して，製材経営K 関するアンケー ト調査を実施 した0



ー2 －

中の川山スギ人工林収穫試験地の調査

佐竹 和夫・青田 実・都築 和夫

1 ． は じめに

この試験地はスギ人工林の合理的施薬方法を確立するための基礎資料を得る目的で 19 67 年忙設定さ

れたものである0 施薬方法（植栽本数，間伐方法 ）を異忙する6 つの試験区が設定され，定期的忙林分

詞査が行われてお れ 今回はこの うち3 つの試験区忙ついて5 回目の調査を行った。

2 ． 拭負地 の概要

本山営林署管内国有林の95，98林妊内の2箇所にあゎ，両箇所 とも3 つの試験区が設定されており，今

回は 98 林班内のものを調査 した（ 95林班内ほ前年度調査 ）。 98林班内の3 試験区はいずれ も 1 b。当

少6・000 本植栽で，このうち2 試験区は 1978 年忙第 1回目の間伐が行われている。今回の調査箇所は

海抜高が 鉱0 －900 れで，総体的忙は南東忙面 し，傾斜は 30 － 35 0 で，小さい波状起伏の多い地形で

ある○地質は秩父帯の上八川呆層忙属 し，土壌は，試験地の大部分がA 層の厚さ10 － 20仇 の 葡行 性．

B D（且）塑で，小沢准凹型斜面忙は丑D 塾壌土が分為している。

3 ． 調査方法 t

標準地内の調査木は番号が付されてお少，これ ら全調査木の胸高直径 と樹型板を調査 した。樹高と枚

下高は標準地内の本数の3 －6 割忙ついて調査 し，樹高曲線式（ ネスルソ ド）K よって直径階どとの樹

高を求め材凍表から材凍を算出した。

4 ． 調査結果

設定後から調査結果を示すと表－ 1のとお少である（ 95 林班内の試験区は前年度年報K 記載 ）。 各

区とも生長が良好で，1血a当少19 － 27 諺の連年生長量を示している。 Ⅰ区とⅡ区は 197 8 年K 第 1 回

目の間伐を実施したが，6 年後の現在では再びかを少密を林分状態 とをっている。

表－1 中の川山スギ試験地の調査結果 （ 1 ha当 少）

区 （面 積 ） 調 李 年 月 林　 齢 平 均 樹 高 平 均 樹 高 本　 数 材　 頼 相 対 幹 巨 比 連 年 生 長 量

間 伐 区

1 9 6 7　 3

年

3

仇 れ 本 滋 1‰ d

1 9 7 1 ．1 1 8 3 ．6
0 ．9

3 ．0

5 ，9 2 9

4 ，0 0 0 1 6 2 9 ．1
2 3 ．7Ⅰ 1 9 7 8 ．8 間 伐 前

ノ亡

1 5 9 ．2 7 ．8 5 ，9 2 9 1 7 8 1 4 ．0

（0．1 5 5 b a ） 1 9 7 8 ．8　 間 伐 後

2 1

1 0 ．0 8 ．3 3 ，8 5 8 1 5 9 1 6 ．0
2 7 ．31 9 8 4 ．1 0 1 3 ．4 1 0 ．3 3 ，8 0 0 3 2 8 1 1 ．8

間 伐 区
1 9 6 7 ． 3

1 9 7 1 ．1 1

3

8 3 ．8

0 ．9

3 ．1

6 ，2 6 0

5 ，4 9 3 2 0 2 8 ．7
1 7 ．9丑 1 9 7 8 ． 8 間 伐 前

ノ亡

1 5 8 ．2 6 ．9 5 ，4 3 8 1 4 5 1 4 ．7

（0．1 4 6 血a ） 1 9 7 8 ． 8　 間　 後

2 1

9 ．2 7 ．5 3 ，4 3 8 1 1 3 1 8 ．5
1 6 ．01 9 8 4 ．1 0 1 1．6 9 ．4 3 ，4 3 8 2 0 9 1 4 ．2

無 間 伐 区

皿

1 9 6 7 ． 3

Ⅰ9 7 1 ．1 1

1 9 7 8 8

3

8

1 5

3 ．7

7

1 ．0

3 ．0

J で
5，3 6 ‾5 ■‾

5，0 4 3 1 7 3 0 ．7
1 4 ．4

（0 ．1 1 5 b a ）
1 9 8 4 ．1 0 2 1

．9

9 ．9

6 ．3

8 ．5

5 ，0 1 7

4 ，9 2 2

1 1 8

2 2 9

1 6 ．6

1 ＿2 ．8
1 8 ．5



－3 一

奥足川山ヒノキ人工林収穫試験地の調査

佐竹 和夫・青田 実・都集 和夫

1 ． は じめに

この試験地はヒノキ人工林の合理的施薬方法を確立するための基礎資料を得る目的で 196 9年忙設定

されたものである。施美方法（植栽本数，間伐方法 ）を異托する8 つの試験区が設定され，定期的忙林

分調査が行われてお り，今回はこのうち4試験区忙ついて調査した。

2 ． 試験地の概要

宿毛営林署管内国有林の 27林班内忙あ少，海抜高は 200 － 300 れ。東忙面 し，傾斜は30－40 0 で，

起伏忙富む複雑な地形である。地質は中生代四万十川層K 属し，早D － B D く且）塾土壌である。試験地

内忙は 1ha当 り1，500 本， 3，00 0 本， 6，000 本の各植栽区があ少， 1，5 00 本区忙は間伐方法を異忙する

試験区が 2区， 3，000 本と6，0 00本区忙は各 3 区ずつ設定されている。

3 ． 調査方法

標準地内の調査木忙ほ番号が付されてお 少，これ ら全調査木忙ついて，胸高直径，樹高，枚下高，樹

型級を調査 した。

4 ． 調査結果

設定後か らの調査結果を示すと表－1のとお少である（今回調査 し夜かった区の分は 197 9 年慶年報

忙記載 ）。各区とも樹木の生長は比較的良好であるが，6，0 00 本植栽区は林分が相当密を状態とをって

いる。

表－ 1 奥足川山ヒノキ試験地の調査結果
（ 1 ba当 り ）

区 （両 横 ） 調 査 年 月 林　 齢 平 均 直 径 平 均 樹 高 本　 数 材　 積 相 対 幹 巨 比 連 年 生 長 量

1，5 0 0 本 楯

Ⅱ

（0．1 4 2 h a ）

3，0 0 0 本 橋

1 9 6 9 ．　 7

年 仰l 叩 本 ガ ％ 滋

1 2 4 ．2 3 ．5 1 ，5 2 6 7 5 6 ．9
6 ．7

9 ．8

1 1．6

1 9 7 4 ．1 0 1 7 9 ．4 6 ．0 1 ，5 2 6 4 0 3 5 ．2

1 9 7 9 ．1 0 2 2 1 2 ．9 7 ．8 1 ，5 1 4 8 9 2 5 ．4

1 9 8 5 ．　 3 2 8 1 5 ．3 9 ．5 1 ，5 0 7 1 4 7 2 1 ．8

1 9 6 9 ．　 7 1 2 4 ．9 4 ．1 3 ，1 7 8 2 1 3 1 ．7
1 5 ．4

1 4 ．1
Ⅲ 1 9 7 4 ．1 0 1 7 9 ．1 6 ．9 3 ，1 7 8 9 8 2 1 ．8

（0 ．0 9 4 h a ） 1 9 8 5 ．　 3 2 8 1 3 ．6 1 0 ．6 2 ，9 5 7

5 ，7 6 5

2 3 9 1 3 ．5

6 ，0 0 0 本 楯 1 9 6 9 ．　 7 1 2 5 ．5 4 ．9 5 2 1 9 ．7
1 4 ．4

1 5 ．1
Ⅰ 1 9 7 4 ．1 0 1 7 8 ．2 7 ．0 5 ，0 8 2 1 2 4 ． 1 3 ．8

（0．0 7 3 血a ） 1 9 8 5 ．　 3 2 8 1 1 ．9 1 0 ．4 3 ，9 4 ．5 2 7 5 1 1 ．1

6 ，0 00 本 楯 1 9 6 9 ．　 7 1 2 4 ．2 3 ．7
・≒1∵ご一三
4，6 3 3 2 1 2 9 ．9

1 4 ．0

1 4 ．4
Ⅲ 1 9 7 4 ．1 0 1 7 8 ．0 6 ．0 4 ，6 0 7 9 1 1 6 ．1

＿（0 ．0 5 6 b a ）
1 9 8 5 ．　 3 2 8 1 1 ．5 9 ．3 屯 1 9 6 2 3 5 1 2 ．9



－4 一

標準地変動係数に対する樹高曲線，材積曲線の標準誤差の傾向

宮本 知子・都築 和夫

1 ． は じめに

これまで，林分構造の推移を予測する忙は，林分を構成する単木の直径・樹高の分布ヤ，直径をベー

スとした樹高曲蔽・材横曲線の時系列的変化を把握すること忙エれ その分析を行ってきた0

ここでは，樹高分布変動係数忙樹高曲線を決定 した樹高標準誤差 と，材横曲点を決定 した材横標準誤

差を，t た直径分右変動係数忙前述の樹高標準誤差 と材横標準誤差をそれぞれ対応させ，その傾向を樹

種別，分布型別K 分析 した。

2 ． 分析方法

資料は四国西南経営計画区忙設定されたスギ32個，ヒノキ39個の施薬標準地のものである。樹種ど

との樹高分痛と直径分痛忙ついて，ニ項分布型・ポアッソン分痛塑・正規分高型・負の二項分痛型の4

つの分布型を適用 し，分布型別忙標準地を分類 した。その結果，両樹種とも樹高分布では大半の資料が

正規分布型と二項分布型忙分類された。直径分布では，スギは正規分布型 と負の二項分布型， ヒノキは

ほとん どの資料が正規分痛型忙分類された。この分私塾別標準地どと忙，直径忙対する樹高曲線式忙は

H ＝

D 2

と，H ＝aが1e一昔を，直酢 対する材穣蛸 式忙はⅤ＝a♂と，Ⅴ＝

a ♂ 0－苦 を適用し，それらの推定値から襲差の標準誤差の小帥方をえらんで樹高曲線・材別
線忙決定した。このそれぞれの標準誤差（H s D ，V s D ）を分布型別の樹高変動係数（ H c v ），直径

変動係数（D cv ）忙対応させて，指数曲蔽Y ＝a ㌔ を適用し，その傾向を分析した。

3 ． 分析結果

スギ・ ヒノキともH c v 忙対するH sD の分散は，V s D‘の分散工少もその幅は小さく，またD c v 忙

対するH sD の間忙も同様な傾向がみられた。

（ 1） スギの分析

H c V 忙 H s D とV sD を対応させてみると，正規分布型のものは H c v の 8－ 27 ％の範 囲忙分散

し，H sD はⅩ軸忙凹の傾向，Ⅴ・SD は凸の傾向で推移している。また，二項分布型のものはH c v の

1 2 － 44 ％の範囲忙分散 し，Ⅹ軸忙対 してH s D ， V s D とも凸の傾向で推移 している。つぎ忙，D cv

忙H sD とV sD を対応させろと，正規分布型のものはD c v の 22 － 32 ％の範囲忙分散 し，Ⅹ軸忙対

してH sD は凹， V sD は凸の傾向で推移 している。また，負の二項分布型のものはD c V の 45 － 90

％の範囲忙分散 し，H sD ，V sD ともⅩ軸K 凸の傾向で推移 している。

（ 2） ヒノキの分析

H c v＿忙 H sD と V sD を対応させてみると，正規分布型のものはH c v の 4－ 25 ％の範 囲忙，

二項分布型のものほ H c v 26 －57 ％の範囲忙分散し，Ⅹ軸忙対ず葛推移の候向はスギの場合とよく似

ている。つぎ忙，・D C V では資料のほとんどが正規分粘型で，D c v の 15 － 33 ％の範囲忙分散 し，豆

軸忙対 して凸の傾向で推移 している。
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4 ． おわ りに

H s D と V sD は，H c v ， D c V 忙対 してある範囲で分散 し，これらの分散忙は樹高分布・材横分

痛の分布型が関連 していることが判明 した。
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天然更新試験地における相対照度を基にした

女ギ稚樹の発生 と消長
青田 実・佐竹 和夫・都築 和夫

1 ． は じめ に

高知県東部忙分話するスギ天然林咋ついて吼 これまてその成立過程の究明ヤ択伐施薬試験が実施さ

れてきた。なかでも，魚梁瀬営林署管内忙は択伐天然下種更新試験を目的とした千本山試験地（以下，

千本山）と小屋叡山試験地（以下，一小屋叡山）が 192 5年忙設定され，択伐忙関する多数の研究が表さ
．こ▲ ＞

れてきた。二しかし，－こ打らの研究は更新段階での雅樹関連の研究は少をく，‾それの解明が求められてい

た。そこで，聾者らは 1967 年忙前記 2試験地忙対 し第 2 回目の択伐を実施したのを契機に，択伐後の林

争要素？琴化，後継幼齢樹の生長推移・種子の落下量，・地床処理の違い忙よる稚樹の発生・消長等忙関

する調査報告を行った。 しかし，雅樹忙廃する調査は，種樹調査区の設定数ヤ配置場所の検討する準備

期間が 2 年間あったため・ 1969 年から開始 した。この時か ら14 年生長期を経過 した 1ケ84 年初期忙，＼

ヤヤ過密林分であった千本山の第3 回目の択伐を実施ケることとを少，伐採作業忙よる下層の立木が被

害を受ける前忙稚樹調査区（以下，調査区 ）忙発生 し生長 した雅樹の数 と樹高を調査 した。なお，小

屋敦山では伐採は実殉号れをかったが，千本山と同様を調査を行 った。予備的陀数少辛い調査区で行っ
▼㌻

た林内の光環境とスギ雅樹（以下，稚由 ）の発生と消長忙関する報告吼 日本林学会大会講演集第84

回（ 1973 ）で行っているが，試験埠？山ろく，中駄 山頂別忙多数の調査区を配置しての調査結果は

未発表であるため，ここで調査区設定後 7 年間の毎年あ生長と設定 14 年後の雅樹の生長経 過を報告す

るものである。

2 ． 試貴地の概要

これ ら試験地は，高知県安芸郡馬路村魚梁瀬，奈半利川上流の海抜高 450 － 500 れの地点忙ある。気

象ほ年平均気温 12・5 ℃，年平均降水量 3，9 94 抑である。地質はジュラ紀安芸川層忙属 し，土壌は砂岩 ・

頁岩を母材とする埴賀壌土である。植生はモミ，ツガ群系のモミ，ツガ，サカ千，シキミ群叢忙属 し，

スギ・ ヒノキ，モミ，ツガ等の針葉樹と少草のサカキ，シキミ等の広葉樹が混交した天然林である。

千本山の両横は1・2血a，傾斜面は南向き，．傾斜角庭吟100っ00，位置は斜面の中腹部，ノ土壌塾の大部

分が B D である。

表－ 1 魚梁瀬営林署管内の天然更新試験地忙おける第 2 回択伐後の直径歓別本数（ba当ク）

芸 径 器
千　　 本　　 山 ’二 小　 屋 ＿薮　 叫　 ■－

・8 ′－14 ・15・・乞4 25、3 6 37－50 51｛7 0 ．7 1 ′｝ 酎 8 ′｝14 15｛24 25 ・・8 6 3「卜ち0 5 1－J70 7 1 一－ 計

．ス　　　 ギ 89 9革 8 2 61 ニヰ4 24 39 8 15 4 ■　 4 5 1 1 2 1 ： 60

ヒ　 ノ　 キ 17 17 2 4 9 ∴ ・ヂー4

4 8

2

26

73 1tO 3 二 軍

6

‘4

9

・き

15

1

2 2

24

モ　　　 ミ 16 10 7 4 37 1 招 「・ 4

ツ　　　 ガ 10 12 2 1 2 5 2 1 3

計 132 137 1 15 7 5 53 3 2 8 11 91
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小屋敷山の両横は3．93 haで，試験地のほほ中央を通る小谷忙よ少，南向きと北向きの斜面忙二分され

ている。傾斜角慶は150 －450，土壌塑は尾根筋忙B B ，谷筋忙蝕 型が一部見られるが，B D が広く

分為する。

1 96 7年忙両試験地で実施された第 2回目の択伐後の直径階別本数払 表一 1 のとお少である。

3 ． 調査方法

林内の相対照度（以下照度 ）を基忙稚樹の発生，枯損，定着おエび稚樹高生長の推移と調査最終年忙

或存した立木（以下，残存木 ）を把握するため，以下忙記す条件で調査を実施した。すをわち，①調査

区の面積ほ 1 m X l 仇，②調査区内の稚樹忙は全て番号を付けた，⑨調査区は 1969 年夏作試験地の斜

面を山頂，中腹，山ろくK 3分 し，それらを等高線忙沿って千本山で 10 れ，小屋薮山では20 れの間隔

で設置した。調査区数払 千本山で山頂 12，中腹 10，山ろく9 の計 31 ，小屋敷山で山頂22，中腹 27 ，
′

山ろく29，針78 であった。④准樹調査は 19 70 年 1月から 19 76 年 1 月までの7 か年間（この期間を

雅樹 とした），毎年植物の休眠期忙実施 したが，稚樹の枯損を季節別忙把握するため，この期間中1970

年から 197 2年の 3か年間は，夏期忙枯損調査忙限って行 った。 したがって，前記 3か年間の稚樹調査

は，年間 2 回の実施とをる。⑨調査区設定 14年後の 1984 年忙，これら試験地での最終調査として，発

生した稚樹の残存木の数とそれらの樹高を調査した。㊥照度の測定は，全天空写実忙よ少林冠の隙間か

ら漏れる陽光を照度（率 ）で表 した。⑦全天空写真の撮影条件は，レンズ ：日本光学製 甘i8h－ey e一

灯ikkor 8 1l，フィルム：フジネオノくンSS ，シャツクースピード】托00，絞少8，原則的忙垂天の日

の日中であった。㊥林分の照度は，調査区設定の 19 69 年と調査区の最終調査年である 19 84 年忙測定

した。照度の扱いは便宜的K ，照度を個々の明るさの指数とした場合と，照度 10 ％以下， 11－ 30 ％，

3 1 ％以上の3段階の明るさ忙ランク分けし，稚樹K 関する調査項 目との関連を分析した。㊥調査項 目

は，稚樹の発生・消失∴残存 と樹高生長であり，これ らは主 として照度と対応させた。樹高生長は林地

の生産力忙よ少者しく差が生ずるため，小屋敷山では調査区を場所別，すをわち，山頂，中腹，山ろく

忙分けて分析 した。 しか し，千本山は小屋敦山ほど場所忙よる林地生産力陀違いが認められをいため，

この試験地での調査区の場所区分は行わをか った。前述の明るさを 3段階忙ランク分け した場合の調査

区のうち， 10 ％以下の区は林分密度の高い千本山忙限られた。をお，分析を行うK 当り調査区 の過去

忙おこをった施業である，地表かき起 し，刈払等忙ついては考慮 しなかった。

4 ． 調査結果 と考察

（ 1） 調査区設定直後の照度 とが当り稚樹発生数の関係

網査区設定直後の照度（以下，前期照度 ）K 基づいて，雅樹発生調査期間の7 年間忙調査区内忙発生

した全種樹数 と，前期照度の関係は図－1 のとお りで，雅樹が調査区の照度とは一定の傾向のない状態

で発生 した。爪2当 り稚樹発生数は，両試験地を通 して調査区の照度 8 ％か ら52 ％の間忙おいて，最 高

2 70 本，最低 2 本であった。をお，㌦当 少の平均稚樹発生数は，千本山52本と小屋敷山 33本であり，

両者の差は立木密度忙影響されたものと考える。

（ 2） 雅樹調査区設定 14 年後の照度と㌦当 少襲有本教の関係

調査区設定 14年後の照度（以下，後期照度 ）と残存木数の関係は，図－2 のとお りである。この項 も

前項と同様に照度と残存木の間忙は系統的夜関係は存在 し表かったが，両試験地 とも照度 5－％以下の調
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査区忙は残存木がなく，この照度はスギが生存し得るか否かの分岐点であることを表 したものと考える0

ここでの照度吼 1 ％から39 ％の範囲であり初期照度の値より著しく低下しており，ガ当少残存木

数の最高は 26 本，最低は0 本であった。ガ当少平均残存木数吼 両試験地ともほほ6 本であった0

（ 3） 前期照度 ランク別忙 よる稚樹の発生 ，消失 と生存数の経年変化

スギが正 常忙生 育する照度の限界は 10 ％， 30 ％までほ裸地忙おける樹 高生長 と変 わ らな

いといわれていることから，調査区の照度を 10 ％以下， 11－ 30 ％およぴ 31 ％以上の 3 段階忙ランク

分けし調査区設定の翌年から7年目までの連年 と，最終調査年の調査区設定 14 年後の椎樹の生長した

残存木を過去托さかのほり，前期照度を基忙発生・枯損・生存の㌦当り平均累積の推移を図－3 作表 し

た。

稚樹のガ当 り発生数と照度の関係がないのは前 項々で述べたとお りであり，この図から判断できるこ

と吼 雅樹の発生は3区分の照度において調査開始から5年後まで続くが，その後舶 巨常忙少をくなっ

たことである。

稚樹の枯損数は，照度 11～30 ％区と31 ％以上区K おいてほほ同様を傾向が連続調査 の7 年間と最

終調査牢忙うかがえたものの， 10 ％以下区では照度の高い2 区よりもか夜少多かった0 したがって椎

樹の生存数払 照度 11 ％以上の2 区分でほ稚樹の発生が認められなくをる調査開始 5年目から減少傾

向となったが， 10 ％以下区でのそれは 3年日から始まった0 3 区分の照度 ランク別にみた仇2当 り平 均

残存木数吼 照度 11 ％以下 3 本， 11 ～30 ％6 本， 31 ％以上 7 本であり・ これら残存木数と稚樹調査

期間中忙発生 した稚樹の全数の割合ほ，照度の低い働か ら8・4 ％， 16・9 ％， 17・7 ％となり・ 照度 10 ％

以下での稚樹の定着の困難性がここでも認められた。
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注（ ）内数値吼 種籾調査期間中忙発生した葦稚樹数忙対し，この調査開始

1 4 年後忙残存した立木の割合

l ＝勾l
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（ 4） 照度 ランクによる平均稚樹高の推移

残存木を調査の対象とし，これら立木の過去の雅樹発生年時からの平均種樹高と残存木平均樹高を前

期照度忙基づきランク分けし，小屋恵山は場所別K ，千本山は試験地全体を小屋薮山の場所中腹忙相当

させ，照度 10 ％以下区の資料 として図一 4 忙表 した。この図忙示された残存木をさかのほ って年度別

K 示 した平均樹高の推移は，試験地の場所のいかんを問わず，照度の高さ忙樹高生長が比例する傾向を

示したものの，無産 31％以上区と11－ 30 ％区のそれでは山頂を除いて大きを差は認められをかった。

しか し，照度 10％以下区の平均雅樹高の推移と残存木平均樹高が，よ少高い照度のそれらと比戟 して極

端忙低いのは，このランクの照度がスギの生存忙必要を照度 10％を上限としているためであると考える。

場所別の中腹忙おける残存木平均樹高は，照度 10 ％区以下が 40α， 11－ 30 ％区 150仇，31％玖上区

1 80仇であった。せた，林地生産力の違い忙よる樹高生長量忙も著 しい差があ少，残存木平均樹高は，

照度31％以上区で山頂110 00 ，中腹 180仇，山ろく300仇， 11－ 30 ％区では前と同 じ慣序で 30 仇，

1 50仇， 190珊であ少，この段階での平均樹高 1 m を後継樹忙をるか否かの基準とすれば，山頂の照度

1 1－ 30 ％区と中腹の 川 ％以下以外の調査区では後継樹が確保できたものと考える。をお，山頂 の照

度11 － 30 ％区の稚樹高と残存木樹高が31％以上区のそれらよ少者 しく低い理由は，よくわか らをい。
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場所別忙よる残存木を調査の対象とした平均樹高と

それらの過去の平均雅樹高の推移

注）（ ）内数値は最終調査年の残存木平均樹高（00 ）

（ 5） 後期照度と場所別残存木最高樹高の関係

天然更新林分における後継樹の成立数は仇2当 り1本あれば十分であることか ら，残存木の各調査区の

最高樹高を場所別忙し，後期照度との関係を図－5忙表した。両者苗関係を一次回帰式忙よ少推定した。

図－5 忙おける場所の配置を千本山の全域忙続いて小屋敷山の中腹 としたのは，両者の林地生産力が

近似しており比較を容易忙するためである。林地生産力の違い忙よる場所別忙した照度と残存木最高樹
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高の関係は，その場所の生産力K 応 じて照度の高ま少忙従い樹高生長がよく夜る傾向を示 した。すなわ

ち，葬存木最高樹高を′ト屋敷山の照度10％，20 ％，30％の願で傾向廠を見ると，山ろくで 2．5 m ・ 5．5

れ・ 8・O m ，中腹 1・5 れ・ 2．5 れ．・ 3・5 m ，山頂 0．8 m ・ 1．5 m ・ 2．0 れのようを値が得 られた。残存木最

高樹高の過去を追跡調査した結果，これらの大多数は調査開始の翌年忙発生した雅樹であるため，図－

5 忙おける資料の樹齢は14年 と考えてよい。
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（ 6） 稚樹発生後の年数 と季節別枯損率の推移

雅樹の枯損が雅樹の発生後の年数 と季節別忙どの程度発生するかを前期照度 ランク別忙，事で表 した

のが図－6 である。 ここでの夏期 1年 とした稚樹齢は，この地方の天然更新忙よる雅樹発生が主として

4 － 6 月であり，7 月まで忙発生した稚樹数をこの年のものと記銀 し，翌年 1 月忙これら種樹が生存 し

ているかどうかを調査する方法をとったため，正確には 1 年未満である。 これら稚樹は，発生後の環境

忙適応する能力が低いため，いずれの照度 ランク別K おいても枯損率が最も高かった。

この中で上木の樹冠忙保護された照度10％以下区の枯損率は23％以下であった。一方，准樹を保護す

る物体の少ない高い照度区では，それぞれ30％以上の枯損率であった。しかし，高い照度区の雅樹発生

2 及び 3 年後の枯損率は，照度10％以下区のそれよ少低 く，稚樹の定着忙は少をくても照度 11 ％以上

が望せ しいことを表 した。冬期の照度 ランク稚樹枯損率の推移は，雅樹発生 1年後の枯損率が全ての照

度ランク区で10 ％弱であったが，同2 年後では照度ランクの低叫折から枯損率10％，3 ％，4 ％，同3

年後では17 ％・0 ％・0 ％のようK ，照度 ランク10％以下区での雅樹の生存忙無理のあることをここで
≠二一 丁 三＿

も示 した。
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林分密度管理図による材積の推定について

佐竹 和夫・青田 一 ・ 都築 和夫

1 ． は じめ に

この研究は技術開発課題の「蓄穣経理 システムの開発」忙含まれるもので，林分密度管理図忙よる推

定材横の適合性や推定の際の問題点などを前年産まではスギ忙ついて検討 したが，本年度はヒノキ忙つ

いても検討 した。

2 ． 検討 の方法

高知営林局管内国有林忙あるヒノキ人工林収穫試験地の資料57点を用い，四国地方国有林ヒノキ密度

管理図忙記載の算出式から推定直径（ ＄）と推定材横 （ 守）を個 々の資料忙ついて算 出 し，それ

の実測材横（Ⅴ）忙対する誤差率（耳㌍×100）や立木庭（％ ）を求め，管理図材積の適合性ヤ材

横補正忙ついて検討した。用いた材獅正式は1式‥Vc＝守×鞄・ 2式：恥＝守×（1・6098％
－0．6081 ）で，両式とも管理図に記載されている。前年度検討したスギでは 2式忙更忙N（ ha当り本数）

を加えたV c ＝守×（ a 平エ ＋ 七Ⅳ－C ）式を管理図作成の資料か ら作成 して用い，補正結果が3 つの式
D

のうち最も良好であったためヒノキ忙ついても作成したが・（ ）内が1・6236％＋0・000003559N－
0 ，6263 と表れ N がほとん ど関与せず，2 式とあま りかわらないためこの式は検討 しをかった。また林

分の直径分高ヤ樹高分鵜と％の関係，％の時間的変化をどをスギとヒノキについて検討した0
3 ． 結 果

まずヒノキの管理図忙よる推定材穣の誤差率は，全資料の誤差率の範囲が－126 －＋ 40 ％で，平均値

（ 絶対値の平均 ）は12％であった。せた補正後の誤差率はその範囲が 1 式－29～＋11％，2 式－27 －

＋9 ％，平均 1式 6 ％， 2式 5 ％とを少雨式とも平均誤差率は補正前忙比べて減少 した。 しかし補正忙

よりかえって誤差が大きくをる場合 （

％＞
2 V ＿ 守

守

が大き くなった。

1 式では％＜ 1のとき％＜
）があ少， l式では 14点（ 25 ％）， 2 式では 10 点 （

2 V 巾

〈

Ⅴ

Ⅴ

㌔＞1のとき
1 8 ％ ）の資料が補正前より誤差

紙補正前忙比べ誤差率の＋，一が変わる場合（1式では一戦が％よ少大きいか」、
さいかに よる ）があり1式 35点（ 61 ％ ）， 2 式 32点（ 56 ‘‰）が誤差率の十，－の符号が逆転 した。

林分の構成状態と％の関係をみるため・直径および樹高のCv（変動係数）と％の関係を示すと
図－ 1， 2 のとおりである。スギについては間伐未実行と間伐実行ずみの資料忙分けて示した（ ヒノキ

は間伐ずみのものがない ）。間伐末実行林ではスギ，ヒノキとも，また直径，樹高とも Cv 忙対する

％の分痛の幅が大きいが，3次の曲線部よって求めた分痛の中心雛 よるとCvが大きく＿をる忙つ

れて％が小さくなっている0すなわち・直径と樹高のCvの大きい林分では実材横より管理図材穣が
大きい場合が多く，中心線では Cv が直径ではスギ42 ％，ヒノキ24 ％以上，樹高ではスギ27 ％，ヒノ

キ15％以上の林分では％が1よ州、さくなっている0スギの間伐後の林分ではCvの大きさ忙よる
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％の差が小さく，Cvの小さいものでも％が1以下のものが多く，未間伐林と知 った納型を示
して い る。

％の時間的変化ヤ間伐前後の変化をみるため・5年期間および間伐前後の％の変化を示すと図－

3 のとお少である。まず％の5年期間細ける変化で吼期首の％がスギ1・15・ ヒノキ1・05までは
ほとん どのものが期首 よ少期末（ 5年後 ）の方が大きく，期首の値がそれ より大きいと逆忙期末の方が

期首より小さくなるものがみられる。またスギは，期首の値が1・00－ 1・拡の間が期末の値の増え方が最

も大きく，それ よ少期首の値が小さくなる忙つれて期末の増え方も次第忙小さ くをっているが，ヒノキ

はこのようを傾向がみられをい。間伐直後は間伐前忙比べて間伐実行の全資料とも％の値が小さく夜

少，さら忙間伐後5年白も間伐直後よ少％の値が小さくをるものが多いが・ 5年日以後は期間どとK

期末の値が大きくをっている。このような％の動き忙よれ現在のり毎の値がわかれば将来の「均の
値が予測でき，それ忙 よって対象林分の将来の材積が管理図から予測できる。

4 ． おわ りに

以上の よう忙，ヒノキ忙ついて管理図忙よる材頼の推定精度や材積補正忙ついて検討したが，その結

果，補正忙よ少かえって誤差の増大するものもあるが，補正後は平均誤差率が 5 ～ 6 ％忙まで低下 して

お少，補正式1， 2 はほとんど同程度の補正効果が認められた。また林分の直径分れ 樹高分れ 立木

配置の均一一性などのちがい忙エり管理図材横の現実林分忙対する適合度の変化，立木慶の時間的変化な

どの解明忙よれ 管理図忙よる材穣の推定精度の向上 と将来の材積の適確な予測が期待できる。今回は

試験地の資料忙よってこれらのことを検討 したが，試験地以外の資料忙ついても検討する必要がある。
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高知県におけるしいたけ原木の流通 と自給の現状

都築 和夫・宮本 知子

はじめに

最近のしいたけ生産の拡大K ともをう原木の需要増加は，原木不足を招来 し，原木の調達範囲は自己

所有林から白市町村内，県内，さら忙は遠 く県外へ と拡大の一途をたどっている。 このような現状は高

知県忙おいても例外でをく，ここでは高知県を対象忙しいたけ原木の流通 と自給の現状をのべること忙

する。

1 ． しいたけ原木 の流通

高知県下の原木の流通状況を 19 81年－ 198 3年の高知県特用林産物需給動態調査についてみること

托する。まず，必要原木量忙対する自己所有林から確保される原木の割合（ 自給率 ）および必要量忙占

める自県産原木 と，他県産原木の割合をみると，自給率は1 98 1年 54 ％， 19 8 2年 51 ％，198 3年 53

％，自県産原木の占める割合は 198 1 年 90 ％， 198 2 年 89 ％， 19 83 年 87 ％であり，他県産原木の占

める割合は 19 8 1 年 10 ％， 19 8 2 年 11 ％， 1983 年 13 ％とをっている。いま，同期間内忙県下各市町

村への他県からの原木の移入状況をみると，移入量の トップは愛媛県からで，馬路村，香北町，吾北村，

梼原町，十和村，西土佐村，荷重市，土佐山田町へ 6，8 39 滋が移入されている。徳島県からは室戸市，

馬路村，香北町，物部村，本山町，南国市，土佐山田町へ92 2滋が移入されている。岡山県からは馬路

村，安芸市，野市町，香北町，本川村，芸西村へ296 諺が移入されている。香川県か らは香北町，本山

町が80 ぶを，せた南国市が島根県から30 ガを移入 している。 このようを原木の流通状況のをかで，他

県産の原木の占める割合も贋次増加 しているが，今後は全国的K 原木供給不足の到来が予想されるので，

原木の自給率を高めるための各種の対策が実施されている。その施策の一一つとして，クヌギ造林事業と

天然林改良忙よるコナラ林造成事業が実施されてきた（表一 1 ）。また，国有林へのしいたけ部分林の

設定 も行われている（表－2 ）。

表一 1 ナラ林の備林化，天然林改良，クヌギ造林の推移

高知県木材振興課資料

事 業 別

年 表＼

天 野 林 改 良 内 訳 く　　 ぬ　 ぎ　 造　 林　 内　 訳

ナ ラ林

鰻 重

天 然 林

塵 旦 蔓 業

一 般 補 助

也 ＿ 亜
県 行 造 林 公 社 造 林 林 構 造 林 特 林 造 林

そ の 他

（自力 造 林 等 ）
計 ・

1 9 6 6 一－

1 9 7 5
1 1 15 ．5 5 5 0 5 ．5 5 2 0 6 ．3 9

2 8 て 0

7 1 ．9 0 1 4 ．0 0 2 9 2 ．2 9

1 9 7 6 2 0 0 ．0 0 3 5 ．0 0

5 ．8 0 6 ．8 8 3 ．0 0

2 5 ．0 0

2 ．0 0 3 0 ．7 0

1 9 7 7 2 0 0 ．0 0 7 2 ．0 0 8 6 ．0 0 6 ．0 0

2 ．1 5

1 0 7 ．6 8

1 9 7 8 5 0 ．0 0 1 2 1 ．4 6 1 3 3 ．6 5 5 ．0 0 1 4 ．8 3

2 ．6 0

2 4 ．3 1

1 2 ．0 0 1 9 0 ．4 8

1 9 7 9 6 0 ．0 0

1 6 2 5 ．5 5

1 1 9 ．9 3 2 0 0 ．2 7 5 ．0 0 1 0 ．5 0

2 ．’乏誉■

7 0．0 0 2 8 7 ．9 2

1 9 8 0 6 3 ．0 0 8 7 ．0 0 5 ．0 0 5 7 ．4 3 4 ．0 0 1 5 3 ．4 3

1 9 8 1 7 2 ．0 0 5 5 ．8 4 4 ．0 0

2 4 ．8 0

3 2 ．2 3 1 ．0 6 9 3 ．1 3

1 9 8 2 7 ．17 1 0 5 ．0 8 5 6 ．4 4 3 ．5 6

3 2 ．7 7

1 6 9 ．9 0

1 9 8 3 7 5 ．0 0 1 0 0 ．0 0 7 ．7 8 6 8 ．0 0 1 7 5 ．7 8

計 1 0 7 1 ．1 1 1 0 0 2 ．9 3 1 0 7 ．4 0 3 0 9 ．1 0 1β0 1．3 1
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表－2 町村別林齢別部分林設定の現況 （単位 ；ba ）

高知営林局資料

2 ． しいたけ原木 の供 給見通 し

（ 1） 計画自給率と実漬 自給率

高知県が計画している高知県全体の必要原木量吼 1976年の鴫619 舶 、ら増減を操少返しをがら，

1 985年忙ほ53，528舶 ；見込まれている。これ忙対し自市町村からの供給量も1976年の30，873舶 、ら・

1 985年の42，072諺まで総体的忙増加傾向で推移し，移入量は1976年の14，746舶 らゝ1985年忙は11，456

d 忙減少している。その結果計画自給率も1976年の68％以降増滅を繰 り返 して1985年忙は78 ％忙増加

している。一方，実績自給率のうち，自己所有林からの供給量吼 1976年の17，485舶 らゝ1983年忙ほ

1 2，708 ガK 滅少している。購入も1976年の14，134 舶 らゝ1983年K ほ11，320諺忙減少している0その結果，

実演自給率は， 1976年の55 ％から1979年の44％へと減少 した後増加忙転 じ，1983年忙は58％ 忙増加

している（ 表－ 3 ）。

表－3 計画自給率 と実範 自給率

高知県木材振興課資料

市 町 、 林 齢
1 2 3 4 5 6 計

馬 路 村

物 部 村 5 ．5 3

3 ．5 6

4 ．2 3

4 ．3 5

6 ．5 5

1 5 ．1 3

2 ．5 0

6 ．7 0

6 ．9 4

8 ．2 0

9 ．3 2

4 ．0 0

5 ．7 1

4 ．7 7

6 ．3 1

1 2 ．1 4

6 ．5 0

2 4 ．7 9

本　 山　 町 1 3 ．7 7 5 ．8 7

1 4 ．7 2

5 ．4 6

2 9 ．9 0

本 川 村

池 川 町

ー梼 原 町

某 辞 野 村

大 正 町

1 1．1 0

1 4 ．5 4

1 7 ．4 3

1 5 ．8 0

4 ．7 1

1 8 ．8 6

4 ．2 8

9 ．4 4

2 0 ．5 8

1 4 ．5 4

3 6 ．2 9

1 0 ．5 9

4 4 ．3 1

十　 和　 村 1 0 ．5 1

8 8 ．6 8

2 ．3 6 3 1 ．9 5

西 土 佐 村 ・

宿 毛 市

9 ．3 8

5 2 ．5 9

5 ．7 6

3 8 ．6 9

2 1 ．6 9

1 3 ．6 6

計 2 4 ．3 4 3 5 ．3 7 2 5 4 ．8 0

項 目 原　　 木 供　 給　 量 計　　 画 供　 給 ‘圭 一 実　　 績

年 度 必 要 量 自市 町 村 移　　 入 自給 率 陶 自　　 弓 購　　 入 自給 率 ㈲

1 9 7 6 4 5 ，6 19 3 0 ，8 7 3 1 4 ，7 4 6 6 8 1 7 ，4 8 5 1 4 ，1 3 4 5 5

1 9 7 7 4 8 ，5 0 3 3 1 ，7 8 3 1 6 ，7 2 0 6 6 1 6 ，6 9 4 1 7 ，6 4 4 4 9

1 9 7 8 4 6 ，0 2 5 3 2 ，2 5 4 1 3 ，7 7 1 7 0 1 5 ，5 8 9 1 8 ，7 9 2 4 5

1 9 7 9 3 6 ，2 6 0 2 7 ，2 2 2 9 ，0 3 8 7 5 1 5 ，0 9 1 19 ，5 2 3 4 4

1 9 8 0 5 5 ，8 6 4 4 0 ，3 3 9 1 5 ，5 2 5 7 2 1 5 ，7 2 3 1 5 ，2 3 4 5 1

1 9 8 1 5 3 ，5 0 4 3 8 ，6 1 8 1 4 ，8 8 6 7 2 1 5 ，3 2 3 1 2 ，9 6 2 5 4

1 9 8 2 5 3 ，5 6 2 3 9 ，1 0 1 1 4 ，4 6 1 7 3 1 2 ，8 2 7 9 ，7 6 2 5 7

1 9 8 3 4 5 ，3 1 6 3 3 ，6 1 9 1 1 ，6 9 7 7 4 1 2 ，7 0 8

1 2 1 ，4 4 0

1 1 ，3 2 0

1 1 9 ，3 7 1

5 8

5 0

1 9 8 4 6 0 ，0 5 4 4 6 ，3 2 8 1 3 ，7 2 6 7 7 ふ
▲◆‾

1 9 8 5 5 3 ，5 2 8 4 2 ，0 7 2 1 1 ，4 5 6 7 8

計 4 9 8 ，2 3 5 3 6 2 ，2 0 9 1 3 6 ，0 2 6 7 3
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（ 2） 原木厳存量

高知県下の原木賦存量は次のよう忙計算 した。人工林（ クヌギ林 ）忙ついては 100 ％伐採されるもの

とし，蓄穣量をそのま一族存量とした。天然林忙ついては法令の制限のあるところは 20 ％，その他 の

ところは 100 ％伐採される・ものとして天然林の蓄穣量を算出し，さら忙コナラの混存率 6 ％を乗 じて，

賦存圭とした。

（ 3） 原木利用可能材凍

利用材横は原木賦存量忙利用率を乗 じて決定するが，この場合の利用率は 2齢級－8 齢扱が80％，9

齢歓以上は60 ％とした。さら忙，林分の立地級を算定 し，利用材横の何％がしいたけ原木利用可能材穣

とをるかを検討し，クヌギは利用材横の100 ％， コナラは利用材横の81％とした。その結果，原木利用

可能材横は488，738 諺で，このうちクヌギは10，978 滋， コナラは477，760 諺となった。さら忙，これを用

いて年間忙生産される原木量を推定すると，クヌギは10，978 諺／15年＝732 諺，コナラは477，760 諺／

2 5年＝ 19，110 ぶで合計19，842 ぶとをる。ただし，この場合のクヌギ伐期齢15年，コナラ伐期齢25年は，

後掲の作成収穫予想表 より決定 した伐期齢である。

しかし，これを県で示されているクヌギ伐期齢12年，コナラ伐期齢 18年で年間生産される原木 量 を

推定すると，クヌギほ 10，978 諺／12年＝914 諺， コナラは 477，760 諺／18年＝26，542 諺で合計 27，456 滋

とをる。 これは，1983年の実績原木生産量21，010 諺を充足する数値とをるが，前述の19，842 諺で は 若

干不足 してくる。

小） 県計画の供給量の見通し

県では，20年後の しいたけ生産忙必要な原木量は50，000 才と計画されている。その計画の立案経過を

みると，20年後のクヌギ造林地の総面横は3，755ha，ナラ林改良忙よるコナラ林の総造成面積は9，930ha，

ナラ天然林の原木林としての活用面穣ほ2，300 ba，合計 15，985 ba忙より必要原木量の完全 自給以が計画

されている。 すなわち，

①クヌギ人工林忙よる原木生産量

3 ，755ha（ クヌギ造林面積 ）×80滋（伐期ha当りの蓄積 ）／12年（伐期齢 ）＝25，033 諺

2 5，033 滋×0．75（利用率 ）＝18，775 滋

（ 参 ナラ林改良忙よる原木生産量

9 ，930ba（ ナラ林改良忙よるナラ林造成面積 ）×70 〝～（伐期ba当り蓄積 ）／18年（伐期齢 ）＝

3 8，617 諺

3 8，617 諺×0．7 5（利用率 ）＝ 28，963 諺

（ 動 ナラ天然林活用忙よる原木生産量

2 ，300（ ナラ天然林両横 ）×35 諺（伐期ha当 り蓄積／20年（伐期齢 ）＝4，025 ガ

4 ，025 〝～×0．75（利用率 ）＝3，019 〝～

以上， 3者を合計 した総原木生産量は 50，757 〝iとを 少，必要原木量 50，000 諺忙ほぼ見合 う数字となる。
ノj J ミニ ＿

これ忙対して，われわれの作成した予想表よ少原木生産量を推定ず為と，

①クヌギ造林忙よる原木生産量

3 ，755ba（ クヌギ造林面積 ）×82 ㌶（伐期ba当 り蓄積 ）／15年（伐期齢 ）＝20，527 ぶ
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2 0，527 〝～×0．75（利用率 ）＝15，395 ぶ

②ナラ林改良忙エる原木生産量

9 ，930ha（ ナラ林改良忙よるナラ林造成面横 ）×89 諺（伐期ba当 少蓄横 ）／25年（伐期齢 ）＝

3 5，35 0 J

3 5，350 J x o．75（利用率 ）＝26，513 滋

㊥ナラ天然林活用忙エる原木生産量

2 ，300 ba（ ナラ天然林南棟 ）×43諺（伐期ha当 少蓄横 ）／25 年（伐期齢 ）＝3，956諺

3 ，956 滋×0．75（利用率 ）＝乙967 諺

3 者を合計 した総原木量は44，875 諒とを少，必要原木量50，000 諺忙約5，000 滋不足すること忙なる。

をお，われわれの作成 したクヌギ，コナラの収穫予想表は，表－4 －表－5 のとおりである。

表－4 十和村クヌギ収穫予想表 表－5 コナラ収穫表

林　 齢

平　　　 均 b a　 当　 少

直 径

α l

1．4

樹 ‾ 属
本　 数 材　 穣

1

れ

1 ．4

本

4 ，6 6 0

諺

0 ．4

2 1 ．7 4 ，6 4 0

3 ・ 2 ．2 4 ，6 2 0

4 2 ．1 2 ．8 4 ，5 5 1 2 ．6

5 2 ．7 3 ．4 4 ，4 8 3 8 ．0

6 3 ．3 4 ．0 4 ，2 5 6 1 6 ．0

7 3 ．9 4 ．6 3 ，9 7 9 2 5 ．6

8 4 ．4 5 ．3 3 ，6 9 9 3 5 ．6

9 4 ．9 6 ．0 3 ，4 3 4 4 5 ．2

1 0 5 ．3 6 ．6 3 ，1 9 1 5 4 ．0

1 1 5 ．7 7 ．3 2 ，9 7 1 6 1 ．7

1 2 6 ．1 8 ．0 2 ，7 7 3 6 8 ．4 ，

1 3 6 ．5 8 ．7 2 ，5 9 4 7 4 ．0

1 4 6 ．9 9 ．4 2 ，4 3 4 7 8 ．6

1 5 7 ．2 1 0 ．1 2 ，2 8 9 8 2 ．4

1 6 7 ．6 1 （）．9 2 ，1 5 8 8 5 ．5

1 7 7 ．9 1 1 ．6 2 ，0 3 9 8 7 ．8

1 8 8 ．2 1 2 ．3 1 ，9 3 1 8 9 ．6

1 9 8 ．5 1 3 ．1 1 ，8 3 2 9 0 ．9

2 0 8 ．8 1 3 ．8 1 ，7 4 2 9 1 ．8

要素

林

平 ．　 均 b a　 当　 り

直 径 樹 高 株 数 本 数 材 横

2

仇

1．9 8

れ

P ．3 8 6 ，2 8 1 1 7 ，4 7 0

ガ

1 2 ．3

4 1 ．1 6 5 ，9 0 5 1 5 ，4 7 0

6 2 ．0 6 5 ，5 5 1 1 3 ，6 9 9

8 2 ．5 5 2 ．9 5 5 ，2 1 9 1 2 ．1 3 1 1 8 ．4

1 0 3 ．1 0 3 ．8 0 4 ，9 0 7 1 0 ，7 4 2 2 5 ．0

1 2 3 ．6 4 4 ．5 9 4 ，6 1 3 9 ，5 1 3 3 2 ．2

1 4 4 ．1 6 5 ．3 2 4 ，3 3 7 8 ，4 2 4 3 9 ．8

1 6 4 ．6 8 5 ．9 8 4 ，0 7 8 7 ，4 5 9 4 7 ．9

1 8 5 ．1 9 6 ．5 8 3 ，8 3 4 6 ，6 0 5 5 6 ．3

2 0 5 ．6 9 7 ．1 4 3 ，6 0 4 5 ，8 4 9 6 5 ．2

2 2 6 ．1 8 7 ．6 4 3 ，3 8 8 5 ，1 8 0 7 4 ．4

2 4 6 ．6 7 8 ．1 0 3 ，1 8 6 4 ，5 8 7 8 3 ．9

2 6 7 ．1 6 8 ．5 3 2 ，9 9 5 4 ，0 6 2 9 3 ．7
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おわ りに

高知県下忙おける しいたけ原木の流通と自給の現状をのべてきたが，用いた資料は短期間のものであ

少，調整 した収穫予想表も資料数が少をく，不充分ではあるが，高知県下の原木の流通の現状と，自給

化を高める中での原木生産予測忙おける問題点を指摘 した。をお，今後さら忙資料を補充し，分析精度

を高めてゆく予定である。

々￥ノ
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造林研 究室の研究概 要

造林研究室の研究課題は森林の更新に関するものと保育に関するもの忙大きく分けられる○更新忙関

する研究課毘 として「 ヒノキ林の天然更新 」があり，保育忙関ナる研究課題として「 間伐方法比較試験」・

「 枝打ちと生産構造」，「 複層林の保育」がある。各研究課髭の59年直の研究概要忙ついて述べれば次

のとお りで あ る。

「 ヒノキの天然更新 」は天然生 ヒノキ資源の減少にともない，更新の困難夜スズクケを林床植生とす

るところの天然更新法を主を目的とし，白髪山 ヒノキ保護林内の試験地で実施している0 壱〉わせて支場

構内ヒノキ人工林に発生 した稚樹の動態を調査 している。白髪山試験地の57年10月から58年 4 月までの

種子の落下数は平均96個／㌔認められたが・ 58年 5 月下旬の雅樹発生数はスズクケを刈払い放置した区

と，刈払ったスズクケを除去した区はいずれも0，除去後に地かきした区は0・2桝 と著しく少をか
った。また前年発生した稚樹の残存率と残存本数はスズメケ刈払い除去区で93帝，1・4本／㌔，地かき区で

8 5帝，12．6本／甘 であった。59年10月から60年 4月までの種子の落下数は現在調査中であるが，豊作年忙

あたったため極めて多量の種子が落下した。

「 間伐方法比較試験」は選木方法を異にした間伐を行った場合の質的・量的生長を明らかにすること

を目的 としている。59年匿は58年匿末に設定した窪川営林署管内20年生 スギ林の成木摘伐区と下層間伐

区の間伐にともなう現存量の変化等を調査した。また，関西支場で実施 している滝谷スギ皆伐作業収穫

試験地のナスビ伐 り区と普通間伐区の生長経過や形状比の変化に検討を加えた。優勢木を中心に間伐し

たナスビ伐 り区の生長経過や形状比の変化は，すでに公表した満濃ヒノキ間伐方法比較試験地の同様の

間伐区と同 じ傾向をたどっていた。

「 枝打ちと生産構造 」は繰返し枝打ちを実施 した場合の生長に及ぼす影響ヤ枝打ち林分から得られる

素材と製品の材質調査等により，枝打ち技術の改善をはかることを目的としている。59年慶は大正営林

署管内のスギ， ヒノキ枝打ち試験地の4 回目の枝打ちと生産構造の調査，須崎営林署管内 ヒノキ枝打ち

試験地の 2 回目枝打ち1年後の生長調査，久万地方で計画的に枝打ちが繰返されている7年生から27年生

せでのスギ 18 林分の現況調査， 同じく久万地方枝打ち林分で 4 回目の択伐木の 1番玉と 2番玉を製材

し，得られた10．5ロガ角，材長 3 m の心持ち柱材の品等区分および材質調査を実施した0

「 複層林の保育 」は林内更新を終えたスギ，ヒノキの複層林の維持管理技術の確立を主たる目的とし

ているが，今後増加すると考えられる標準伐期齢に達 した単層林の複層林化の問題や，広葉樹の耐陰性

の問題等もこの課題で扱 う。59年匿は松山・窪川・宿毛・宇和島営林署管内試験地の光環境調査，生長

調査を行い，せた久万林業民有林試験地で上木が収穫されたため，下木の損傷を調査 した0 また，高知

県土佐郡本山町の31年生スギ林を複層林化する本山試験地を設定 した。さらにケヤキ山引き首を用いて

ダイオネ ットで相対照度 7 ，15 ，30，50 ，60 ，100車の6段階の庇陰処理を行い・庇陰試験を実施した0 本
ユ▲一モ′1

山試験地にはアⅠ，P I の 2区を設け，間伐後の密度を440本人去‾と600本∧aとした。間伐後の葉量はP

I 12．O t∧ 。，P I 5．6 t／もaを示した。 3 月に魚梁瀬営林署管内の天然林から選抜された精英樹 1 号－ 2

号，18号，26号，怒号， 52号のさし木苗を同 じ本数ずつ無作意に混棉した0
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スギ 枝 打 ち 林 分 の 実 態

竹内 郁雄・落合 幸仁

l ． はじめに

枝打ち効果を上げる忙は，枝打ちが 1 回だけでは不十分で繰 り返 しが必要である。しかしながら，こ

れまでの報告は，枝打ちが 1回だけの林分で調査 し解析を行ったものが大部分である。無節の心持ち柱材

が生産可能を枝打ちを繰 り返 した林分の調査報告はをい。この報告は，計画的に枚打ちが繰 り返されて

いるスギ林分を調査 し，ス・ギ枝打ち管理技術の基礎資料とするものである。

2 ． 駒査林分と調査方法

調査は，枝打ちが計画的忙繰 り返されている愛媛県久万町民有林のスギ18林分で行った。調査区は．

3 0本以上の立木が含まれるエうに設定した。調査 した18林分中16林分は，調査区内の全立木で胸高直径，

樹高，枝打ち高，枚下直径等を測定した。しかし， 1林分は枚下直径が測定でき浸かったし，他の 1林

分は樹高，枝打ち高，枝下直径が立木の20弟についてのみの調査であった。

3 ． 結果と考察

調査林分は，林齢が7 年生か ら27年生で，枚打 ちは

2 回から8 匝】繰 り返されていた。立木密度は，haあた

り1，4 0 0 本から1即）00 本の範囲であった。

林分の平均樹高と平均枝打ち高の関係を図－1 にし

めす。枝打ち高は，樹高が高くをるにつれて高くなる

傾向があった。樹高が 4 ， 8 ，12m の時，枝打ち高は

それぞれ 1．5 ，4．5，6．5 m 前後，樹冠長はそれぞれ 2．5，

3 ふ 5．5 m であった。若い樹高の低い林分ほど樹冠長

が短 く，強い枝打ちが行われていた。樹高が14 m 前後

では，枝打ち高が 7．7 m 程度で模打ちを終了した林分

と，それ以上打ち上げる林分に分かれていた。

このようを枝打ちを実施した林分の形状比（H ／D ）

を図－2 にしめす。図中で樹高が3．3 m と5．4 m の林分

は他の林分に比較し形状比が高かった。これは，雨林分

の立木密度がha壱〉たり9β00，1叩 00 本で，他の林分より

高かったことが影響していると考えられた。形状比は，

この2 林分を除 くと，樹高が高くをるほど高く売る傾

向がみられた。樹高が12．7 m 以上の 5林分は，すべて

形状比が 100 を越えていた。形状比が高く浸ると，気
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図－ 1 林分の平均樹高と平均枝打ち高の関係
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図－2 ＃平均樹高と形状比（ⅠソD）の関係

象書に対する抵抗力が低下するといわれている。今回の調査林分は，現在まで大きな被害を受けてい凌

い。しか し，このように高い形状比の林分は，気象害に対する十分を任意が必要であろう。
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スギ枝打ち林分から得られた心持ち柱材の品等

竹内 郁雄・落合 幸仁

1 ． はじめに

生産目標に合わせた枝打ち時期（ 枝打ち時における枝打ち箇所の幹直径 ）は，すでに枝打ち木の節解

析等からしめされている。しかし，この枝打ち時期で実行した場合の製品材質は，検討されてい凌い。

ここでは，その 1 事例として無節の心持ち柱材を生産 目的 としたスギ枝打 ち林分の製品を調査した。

2 ．調査林分と調査方法

調査林分は，愛媛県久万町の25年生スギ林分である。この林分の枚打ちは，15年生まで行われ，生長

の良い箇所で 8 回，生長の悪い箇所で 7 回線 り返されていた。この林分は，10．5 仰 角で 3 仇の心持ち柱

材が 2 本採材できる個体から順次択材を行っていた。択伐は，22年生時から毎年行われ，25年生時に 4

回目が行われた。 4 回目の択伐本数は50本で．このうち32本の胸高直径，樹高，枝打ち高等を測定 した。

1 番玉は46本， 2 番玉は42本を10．5 仰角の心持ち柱材に製材 し，品等区分を行った。 1番玉の残り4 本

は2 仇に採材したこと， 2 番玉の残 り8本は小さく9 仰角の心持ち材に製材 したため調査から除外し

た。「また， 3番玉も調査 しなかった。枝打ち時期を知るため，木口面に節が出たもの等で枝打ち時の幹

直径を測定 した。

3 ．結果と考察

林分の立木密匿は，haあたり択伐前が1カ00本，択伐後が1265本であった。平均胸高直径，樹高は，択

伐前がそれぞれ15．0 珊，14．2 仇，択伐後がそれぞれ 14・6 爪，14・0 仇であった。択伐木は，平均胸高直径

が19．1ロ乃，平均樹高が16．2竹乙，平均枚打ち高が8．9仇であった。択伐率は，本数で9・6帝，断面積で15・2

序であった。このエうに択伐木は，林分内の大きい個体を中心に選木された。

枝打ち時における枚打ち箇所の皮浸し幹直径は，地上高1・5 m 以下では6cmを越えるものがをく，大部

分が 5珊以下であった。地上高1．5仇から4．5仇の範囲は，6珊 以下が過 半を占め ていたが， 7 珊以

上のものもみられた。地上高 5仇以上では， 7珊以上のものが 7珊未満のものエり多く， 8 m を越える

ものもみられた。採材は，無節材を多く得るように根元曲り等の欠点部分を切り捨 てたものがあった。

このため，利用面か らみた枝打ち時期は， 1番玉にあたる地上高の範囲は皮をし幹直径が7 仁和以下であ

ったが，2 番玉にあたる地上高の範囲は 7珊以上のものが多く， 1番玉に比べ遅かった。

1 0．5仰角で3仇の心持ち柱材製品の品等区分払 以下のようであった。 1番玉の柱材は，4 ，3 ，2 ，1

面無節がそれぞれ13 ，21，7 ，1本で，2 ，1面上小節がそれぞれ2 ，1本，その他が1本であった。一一九

2 番玉の柱材は，4 ，3 ，2 ，1面無節がそれぞれ2，4 ，5 ，4 本で，4，3 ，2 ，1 面上小節がそれぞれ 1 ，4 ，

6 ，5 本，その他カチ11本であった。 1番玉の柱材払 1 面無節以上が46本中42本（ 91多）でI 無節材生産

の目的を達成 していたが，2 番玉の柱材は，1 面無節以上が42本中15本（ 36多）と低か った。

柱材の品等は，1番玉が2番玉エりもよかった。これは，前速じた枝打ち時期が1番玉で早かったこ

とが影響したといえる。また，製品に丸身を出さ夜いためには，末口直径が約15仰以上必要であるが，

2 番玉の平均米ロ直径は14．3のⅥと小さく，丸身が生じたため品等が低下したとも考えられたっ
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選木方法を異にしたスギ林の間伐にともなう現存長の変化 Ⅱ

－2 0 年 生 林 分 の場 合 一

帯合幸仁・竹内郁雄・安藤 貴

1 ． はじめに
1 ）

新報で，植栽木の除伐が行われていをい27年生のスギ林に対して，高知営林局の提唱する成木摘伐と

下層間伐とい う選木方法の異をる施業を実施し，間伐にともなう現存量の変化を報告 した。今回は，植

栽木の除伐が行われた20年生の林分忙対 して，両施業 を実施し，間伐にともをう現存量の変化を調べた

ので報告する。

2 ．就農地と拭験方法

試験地は，窪川営林署管内 1林班は小班の20年生のスギ林分である。試験地内に，面横0．039haずつの

成木摘伐区と下層間伐区を設け，雨試験区内の立木の樹高，胸高直径，枚下高を毎木測定した。また，

全立木を寺崎式樹型板区分に準 じて分類 し，それぞれの施業の選木方法に従 って選木 した。間伐木の中

から，全胸高直径階にわたるエうに10本の標本木を選び，各器官の重量を測定 し，乾量を求めた。これ

らの僅から相対生長関係を利用して，間伐にともをう現存量の変動を推定した。

3 ．結果と考察

間伐前後の胸高直径の

頻匿分布を図－1に示す。

この図から成木摘伐区で

は利用径故に達した直径

の大きをところと被圧さ

れた小直径階で多くの間

伐木が伐られており，下

層間伐区では小直径階を

中心に間伐木が選ばれた

ことがわかる。 この エう

夜選木方法の結果として，

表－ 1 林分構成値

相

対

頻

正

印．）

3 0 1

02

0

⊂］脈 木

匪ヨ憫伐木

成木端伐区

1 0

ね耗 直 径

虹m ）

下層間伐区

1 0 2 0 ヒm ）
ねホ 直 径

図－1 間伐前後の胸高直径頻度分布

区　 分

平　　　　　　　 均 hq　 あ　 た　 り

試　 験　 区 樹　 高 枝 下 高 胸 高 直 径 本　 数 胸 高 断 面 積 幹　 材　 積

（m ） （m ） （c皿 ） （本 ） （ d ） （ d L

下　 層　 間　 伐　 区

間 伐 箭‾ 1 4．3 6 ．5 1 6 ．1 2 0 5 1 4 3 ．6 7 0 2 9 4 ．3 3 9

間 伐 木 1 2 ．7 6．7 1 2・j 【， 6 1 5 8 ．1 9 2 5 1．2 1 6

間 伐 後 1 5．0 6．4 1 7：盲‾ 1 4 3 6 3 5 ．4 7 8 、，チ2 4 3 ．1 2 3

成　 木　 摘　 伐　 区

間 伐 前 1 4 ．9 7．6 1 6 ．6 2 0 2 5 4 6 ．1 6 6 3 2 5 ．0 5 6

間 伐 木 1 4．9 7．6 1 7 ．3 5 8 9 1 5．1 9 5 1 1 1．3 2 5

間 伐後 1 4．9 7．6 1 6 ．3 1 4 3 6 3 0 ．9 7 1 2 1 3 ．7 3 1
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表－1 からわかるよう忙，成木

摘伐区の樹高や胸高直径は，間

伐前後でほとんど変化 していを

いが，下層間伐区の間伐後の値

は大幅に大きく走っている。本

数間伐率は両区とも30帝程度で

あせり変らをい。材横間伐率は，

成木摘伐区で34多と本数間伐率

土少高くをったが，下層間伐区

表－2 地上部現存量

は，17秀であった。現存量の間伐にともをう変化を表－2 に示す。各器官の現存長の除去率払 成木摘

伐区では30酵を越えているが，下層間伐区は 16 ～ 19 帝春慶であった。

寺崎式樹型級区分の 1級木，2敏木を優勢木， 3板木， 4板木，5 板木を劣勢木 として諸星の間伐前

後の変化を表－3 に示す。

物質生産の担い手である葉量の間伐前の量は，成木摘伐区で22 t／もa，下層間伐区で23 tノ几aとほぼ同

量であった。間伐にともない成木摘伐区では，31啓が除去されたのに対し，下層間伐区吼 19年の除去

にとどまっている。また，間伐前の優勢木の葉量の割合は，成木摘伐区で55〆，下層間伐区で51〆だっ

たが，間伐後は成木摘伐区は43弟に滅少し，下層間伐区は58多に増加している。

標本木について求めた優勢禾・劣勢木の葉の幹材横生産能率は，それぞれ1・84止／t／れ 0．81叫／t／

汀であった。この数値が，これからも変らをければ，優勢木の葉量の割合が挨った成木摘伐区の物質

生産量は低 くをるものと予想される。 しかし，成木摘伐区の残存劣勢木は，優勢木が多く伐られたので，

下層間伐区の残存劣勢木に比し陽光の照射量は増加する。このため，成木摘伐区の残存劣勢木の葉の幹

材穣生産能率は高せるものと予想される。しか し，この事を考慮に入れても，成木摘伐区の残存棄量は，

下層間伐区に比べ20歩も少を く，下層間伐区より物質生産量が低下することはまぬがれないであろう。

4 ． 参考文献

1 ）落合幸仁・竹内郁雄・安藤貴 ：林試四国支年取 57 ，19～20 ， 1983

表－3 優勢木・劣勢木別の諸量の間伐前後の変化

試 験 区 区　 分
葉 書 貴 横 重 量 幹 重 量

（ t ／ h8 ） （ t ／ hq ） （ t ／ h8 ）

間 伐 前 2 3 ．1 3 8 8．1 5 6 9 6 ．1 1 3

下 層 間 伐 区
間 伐 木 4 ．3 6 8 1．2 8 9 1 7．3 0 1

間 伐 率 （1 8 ．9 勿 ） （1 5．8 ¢ ） （1 8．0 勿 ）

間 伐 後 1 8 ．7 7 0 6．8 6 7 7 8．8 1 2

成 木 摘 伐 区

間 伐 前 2 1．7 5 8 7．5 0 7 1 0 5．3 3 7

間 伐 木 6 ．8 3 0 2．4 6 7 3 5．5 1 7

間 伐 率 （3 1．4 ¢ ） （3 2．9 ¢ ） （3 3．7 ¢ ）

間 伐 後 1 4 ．9 2 8 5．0 4 0 6 9．8 2 0

試　 験　 区 区　　　　　 分
間　　 伐　 ‾前 間　　 伐　 木 間　　 伐　　 後

優 勢 木 劣 勢 木 優 勢 木 劣 勢 木 優 勢 木 劣 勢 木

下 層 間 伐 区

成 木 摘 伐 区

葉 量 （ t ／ hG ） 1 1．8 1 8 1 1．3 2 6 0．9 0 6 3．4 2 6 1 0．9 0 6 7．8 6 4

盲 分 率 （ 喀 ） （5 1 ） （4 9 ） （2 1 ） （7 9 ） （5 8 ） （4 2 ）

葉 量 一（ t ／ h8 ） 1 2．0 3 3 9．7 2 6 5．5 6 9 1．2 6 2 6．4 6 4 8．4 6 5

盲 分 率 （ 帝 ） （5 5 ） （4 5 ）
＿。くぜ 2 ） （1 8 ） （4 3 ） ！＿＿至7 ）
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四国支場構内ヒノキ人工林に発生したヒノ辛推樹の消長

落合 幸 仁

1 ． はじめに

四国支場構内のヒノキ人工林に発生した ヒノキ稚樹の約 2 年間の消長 を報告する。

2 ． 拭壌地と拭験方法

四国支場構内のヒノキ人工林を試験地とし・ ここに6 ケ所，1×1 m の方形区を1983年 6 月，設置した。

方形区内の当年生雅樹本数を教え・ 以後・ 1週間から1 ケ月の間に 1回残存本数を数えた。翌年 5 月に

残存雅樹の樹高を毎禾測定した。また・ その時，前述の 6 ケ所以外に 1 ケ所 1×1皿の方形区を設置 し，

酎7 ケ所忙残存 していた1982年以前に発生していた稚樹の樹高を毎木測定 した。以後これ らの残存本数

も調査した。

3 ． 結果と考察

1 982年以前発生雅樹の生存率を白ぬき丸で，1983年

発生雅樹の生存率を黒丸で，調査開始時の方形区全体

の本数を100 として図－1 忙示す。発生当年の稚樹は，

発生直後から滅少が郎㌍昌乾燥が続く間，急激に
滅少するといわれている。 1983年発生雅樹の当年生

稚樹 も同様の頼向を示した。特に8 月には，訴査開始

時の60〆が枯死している。 1984 年になると， 1983年

発生雅樹は2 年生，1982年以前発生雅樹は 3年生以上
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生8

＃

事＿

m▲

l 知

図－ 1

0 19 8壬一心書t 生

●I0 8 3●l 生

9 竹 11 12 1

伯臥

である。これら2年生以上の種村 も当年生稚樹同様 8 月か ら11月に集

中して枯死している。しかし，滅少の割合払 年齢によって異在る。

1 983年発生雅樹の6 月の本数に対する同年12月の割合は，当年生時

が19弟． 2年生時が52〆であった。また，1982年以前発生雅樹の3

年生以上の時は73序である。年齢がふえると枯死する割合が少なく

なる 上 うで あ る。

樹高の頻度分布を図－2 に示す。1983年発生准樹の 2年生時は樹

高に関係夜く枯死している。しかし， 3年生以上 の 1983年以前発

生雅樹のうち枯死したものは樹高10珊以下の個体に集中している。

特に，伽を越える個触枯死していかハ。・加茂紘調査結果でも，

2 3 ▲ 5 6 7 8 9 め 11 12 1 2

髄

ヒノキ稚樹の生存率の推移

う一画一生田榔…tで…

山
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図－2 1984年 5 月ヒノキ雅樹
の樹高の相対頻度

樹高22伽以上の林内稚樹は枯死 し

をかった。これから考えても，樹高20珊を越えると枯死する確率払 かを少佐くなるといえるだろう。
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土壌 研究 室の研 究概要

土壌研究室の経常研究は，森林土壌の地力に関する課題と，森林土壌の生成と分類に関する課題の2

つ忙大別される。

森林土壌の地力に関する課題としては「 ヒノキ林の下層植生と地表侵食」，「 ヒノキ単純林土壌の特

性」がある。

「 ヒノキ林の下層植生と地表侵食 」では，ヒノキ閉鎖林分における地表侵食の状態を明らかにするた

め，轟川営林署管内，森が内山国有林の約55年生前後のヒノキ閉鎖林分で，尾根衝から谷t での一連の

斜面忙斜面位置，徴地形，林分状態を考慮 して10か所の判定地点を設け，1983年 4 月から6か月ごとに

有機物，土砂の移動量を測定している。測定開始後 1か年間の総移動量払 尾根頂部や斜面上部は少な

く1～2・5晦／10 皿であったが，山脚侵食面や山脚崖錐面では極めて多く45～60晦／10 m に遷 した。また，

同じ斜面位置では雨水の集まる凹形斜面に多く，分散する凸形斜面では少ない傾向がみられた。流出移

動物中の有機物おエび土砂礫の配分率は，斜面上部では有機物が50串以上 を占めているが，これに対し

斜面中下部では砂礫の占める割合が多く60弟以上とを少，とくに山脚侵食面では95弟にも達している。

このょうに，斜面上における土砂の移動忙は地表流去水にエる掃流や，雨清衝撃にエる飛散以外忙右横

の崩落にエるものもかを少大きいものと判断された。つぎ忙，枚打ちが地表侵食に与える影響を明らか

托するため，本山営林署管内中の川山国有林忙試験地を設定 し，1982年11月工少有機物および土砂の移動

量を測定している。試験地設定後 2年目の1983年12月工少1984年11月までの総移動量払 1年日の結果

と同様忙枝打ち区は対照区に比べて多く，林床植生の侵入に上る侵食防止効果は認められをかった。

「 ヒノキ単純林土壌の特性」で払 宿毛営林署管内篠山国有林で山頂部に隣接するヒノキ林と広葉樹

林の土壌について比較検討を行った。A o層の乾物量は広葉樹林の7．7 t／baに対 し， ヒノキ林では1．3 t／

b aで棲めて少をかった。A o層の拳分含有率は各章分ともヒノキ林では広葉樹林に比べて低い値を示 した。

ヒノキ林の表層士では広葉樹林に比べて容穣重は大きく，孔降級威からみてもややつせり気味で，透水

性も悪い傾向が認められた。土壌の一般化学性払 ヒノキ林では広葉樹林忙比べて酸性化を示し，pH

は低く塩基飽和産も低かった。インキエペートにエる窒素の無機化を判定した結果，無機態窒素の生成

は培拳全期間を通 じて広葉樹林の方が大きかったが，硝酸の生成は培養中期以降では ヒノキ林の方が大

きく，培養終期にお咋る硝化率は広葉樹の55帝咋対 し，ヒノキ林では飢串であった。一

号た，1982年匿おエび1983年虔に調査した5 か所の調査地においてスギ，ヒノキの案分析を行った結

果，窒素含有率はいずれの調査地においてもヒノキはスギに比べて高く，燐酸，加重も窒素ほどではを

いが若干高い含有率を示す傾向がみられた。

森林土壌の生成と分類に関する課題の「 暗赤色土の特性」では，石灰岩に由来する暗赤色土と同 じ石

灰岩を母材とする褐色森林土の理化学的性質を此戟検討 し，暗赤色土の特性を明らかにする目的で研究

を進めて来た。その括果，分布様式，遊離酸化鉄の存在状態，腐植の形態等に特徴が見出された。

以上の経常研究のほか，総合的親猿的研究の「 農林水産業のもつ国土資源と環境の保全機能及びその

維持増進に関する総合研究 」に参画し，本年直上少その細部課題について研究を開始した。・
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同一斜面に隣接したヒノ手練とスギ林の土壌特性（3）

－下る川山，野川山における表層土の一般酎 ヒ学性－

青田 桂子・井上輝一郎・岩川 雄幸

1 ． はじめに

ヒノキー斉単純林では林の成立過巷におぃても地力滅退の起きる可能性が指摘されている。地力減退

につ左がる大きい要因の一つとみられる地表侵食忙ついてはいくつかの報告があるが，土壌の諸性質の

変動について調べたものはあま少をい。隼者らは，ヒノキ林土壌の地力波退の実態を明らか托する目的

で，同一斜面順接ナるヒノキ林とス評網郎調査し，Ao層の状態や表層土の‾般理化学性忙つい
て比戟検討を行いその結果を報告 した。今回は前報の3 か所の調査地忙加え，さらに 2か所の調査地で

同様の調査を行ったので，その結果を報告する。

2 ．桐査地の概要と萌査方法

調査地は，須崎営林署管内下る川山国有林おエび奈半利営林署管内野川山国有林の2か所である。両

調査地とも故地形や土壌塾等がほほ同一とみをされる斜面にヒノキ林とスギ林が並列に隣接している。

調査地の概要は表一1 忙示 した。

表－1 調査林分の概要

下る川山調査地は山腹のやや上部に位置し，傾斜約300前後の平衡斜面で土壌はB軸 ）型土壌である

が，A 層の土色はスギ林の方が若干扱い。林齢は26年生で，樹高生長は雨林分の間に差はをいが，直径

生長は スギ林の方が立木密匿が高いためかゃや劣っている。野川山調査地は中腹の傾斜 加○前後の徴凸

形斜面である。土壌は雨林分とも堆穣がやや堅密で堅果状構造のエく発達したちC 塑土壌で，士層は浅

く60珊前後である。林齢は67年生であるが，この林分では間伐の手遅れのため立木密度が高く，とくに

スギ林では被圧木の存在が目立ち，樹高，直径生長 とも不良である。

A o層乾物量の測定，土壌試料の採取方法，分析法等はすべて前報と同様の方法で行った。

3 ．桐査結果と検討

A o層の乾物重量を表一2 に示 した。スギ林ではも層おエび甘層が層状に堆積し地表面を完全に被覆して

おり，乾物量は下る川山では 17．6 t／もa ．野川山では 10．O t ／ba であった。これに対 しヒノキ林のAo層

は極めて少をく，下る川山では3．O 七山 a，野川山では5．3 七山 aで，同一斜面でスギ，ヒノキの乾物量

調 査 地 方位 ・傾 斜 土 壌 型 林　 齢 樹　 種 本数 糾 a 平 均樹 高 m 平 均 直径の竹

下 る川 山
S W

○3 0

恥 ■（且） 2　 6
ヒ　 ノ　 キ 2，2　 0 0 1 4．1 1 7．5

ス　　 ギ ．2，7 0 0 1 4．3 1 5．5

野 川 山
S W

2 80
ちc 6 7

ヒ　 ノ　 キ 2，0 0 0 1 5．3 2 1．3

ス　　 ギ 2，7 0 0 1 2．8 1 6．5
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を比較すると，下る川山ではヒノキ林はスギ林のほぼシも，野川山では同じく1乃 の堆摸しかみられを

かった。とくに堆横の少をか った下る川山のヒノキ林では少ん片葉の脱落した細枝が地表面を薄 く青い．

少ん片薫からをるAo層は部分的に薄 く堆模するのがみられる春慶であった。

表－2 A o虐の乾物量と養分含有率

A o層の養分含有率は表 －2 に示すとおりであった。Ao層の各章分含有率は両調査地問に違いがあり，

とく忙ヒノキ林では，カルシウムを除く他の着分含有率は，いずれも下る川山が野川山上少も明らか忙

高い含有率を示 している。また．同一斜面のスギ林とヒノキ林を比較ナると，カルシウム含有率はスギ

者林が，窒素，燐酸，加重，マグネシウム含有率はいずれもヒノキ林が高かった。このエうを傾向は前
の3 か所の調査地の結果と全く同様であった。

表層土の理学性は，調査ブロサト内の10か所から採土円筒を用ぃて採取 した試料忙ついて分析を行っ

た。各分析値の範囲ならびに平均値を表－3 に示した。全孔隙は，下る川山ではヒノキ，スギ林ともほ

ほ同様の値を示 していたが，野川山のスギ林ではヒノキ林に比べてヤや小さい値を示した。孔際組成に

ついてみると両調査地とも，せた，ヒノキ，スギ林ともいずれも細孔際が優占しており，とくに野川山

のスギ林では粗孔際の占める割合が小さかった。表層土の透水性は，同一林分内での測定値にかをりの

バラツキがあったが，全般的にみると両調査地とも，スギ林が ヒノキ林に比べて若干良好な傾向が認め

られた。

表－ 3 表層土の物理性

調査 林 分

下る川山

粗孔 際 細孔 隙 全孔 際 透水 性

ヒノ キ
3 0 ．9 ～ 3 9 ．1

3 4 ．9

ギ

3 4 ．4 ・－ 4 1 ．9

3 7 ．8

67． 1 ′・ － 7 7 ．4

7 2 ．7

1 0 3 ～ 3 4 2

1 9 6

3 0 ．5 ～ 4 2 ．4

3 4 ．1

3 7 ．6 ～ 4 5 ．0

4 0 ．7

6 9 ．7 ～ 8 0 ．0

7 4 ．8

1 1 0 ～ 4 8 1

2 8 8

ヒノ キ

野川 山

2 9 ．9 ・－ 3 9 ．5

3 5 ．1

ギ

3 5 ．2 ・－ 4 3 ．1

3 8 ．7

7 0 ，9 ～ 7 9 ．3

7 3 ．8

6 4 ～ 2 6 2

1 7 0

2 5 ．9 ～ 3 2 ．8

2 8 ．6

3 4 ．2 ～ 4 4 ．1

3 8 ．4

6 4 ．3 ～ 6 9 ．5

6 7 ．0

1 2 3 ～ 3 7 2

2 1 1

ノブtて・

表層土の化学性は，調査プロット内の25か所か ら土壌試料を採取し，それらを等量混合したものにつ

いて分析を行った。表層土の一般化学性は図－1に示すとお少であった。すなわち，p H は両調査地とも

調　 査　 林　 分 乾 物 量 t パ 1a Ⅳ　 〆 P 壬0 古　 ¢ E 空0　 〆 C a O 〆 加 g O ¢

下 る 川 山
ヒ　 ノ　 キ 3，0 0 ．9 1 0 ．2　 4 0 ．3　 0 1 ．2　 5 0 ．4　 3

ス　　 ギ 1 7．6 0 ．8　 8 0 ．1 5 0 ．1 1 2 ．5 8 0 ．2　 0

野 川 山
ヒ　 ノ　 キ 5．3 0 ．7　 6 0 ．1 7 0 ．2　 5 1 ．5　 0 0 ．2　 6

ス　　　 ギ 1 0．0 0 ．7　 0 0 ．1 ．5 0 ．1 1 2 ．2　 5 0 ．2　 0
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ヒノキ林はスギ林 上少も低い値を示 してお少，酸性化の傾向がみられる。炭素お上び窒素含有率は両調

査地ともヒノキ林の方がスギ林工少も高かったが， C －y 比は野川山ではヒノキ林が大きく，下る川山

では逆にスギ林の方が大きかった。つぎに表層土の置換性塩基払 下る川山ではヒノキ林はスギ林に比

べて少なかったが，野川山でヒノキ林の方が若干多い傾向がみられた。 しかし，これを塩基飽和監とし

てみると，両調査地ともヒノキ林ではスギ林忙比べて明らかに小さい値を示した。

以上の上うに，今回の調査結果忙おいても植栽樹種がスギか ヒノキか忙上って，同じ条件下でも表層

土の性質に遠いを生じていることが認められた。
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図－ 1 表層土の化学性
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同一斜面に隣接したヒノキ林とスギ林の土壌特性（4）

叫表層土の耐水性集合体について－

青田 桂子・井上輝一郎

1 ． はじめに

ヒノキ単純林の閉鎖林分で払 同様のスギ単純林に比べて地表面を我家するAo層の堆検量が極めて少

ない。これ払 ヒノキの落葉が埠表面に落下後，比較的短時間にりん片状に鼓砕されやすいこと，また，

これ らの少ん片葉は，林冠からの雨清衡睾による飛散や，地表流去水に上る流失などが大 きい原因だと

されている。このエうにI Ao層の堆諌が貧弔夜ヒノキ林で払 雨水で移動する微細を土壌粒子にエって

土壌孔隙がつぶされたれ 林冠からの雨滴衝撃忙エって団粒構造の鼓鼓が起 少ヤすいと考えられる。本

研究払 ヒノキ単純林の閉鎖林分把おける土壌変化を同一斜面に隣接するスギ林と対比すること忙エっ

て明らかにし上うと試み，研究を進めて来た。今回払 湿式団粒分析にエり表層土の耐水性集合体につ

いて検討を行ったので，その結果 を報告する。

2 ．桐査地お

調査地は既鰐折方法お力である。分析試料は，深さ5仰の表層士を5 仰の筋を用いて横械的を破砕をで
きるだけ避ける上う忙留意しをがら5脚以下の土壌を採取 した。試料は各林分で5 か所から採取 した。

採取した試料は実験壷にもち帰り，底部を渡航で覆った直径約6仰の円筒に生土で100 ダを入れ，底部

が常に 1の〝水中に浸賛するエうにして48時間毛管飽永処理をした。毛管飽水させた試料を2．0 抑，1．0抑，

0・5 仰－0・1耐 と重ね合せた粗筋の最上段に移した復水櫓中に入れ，振幅 3伽，毎分20回の上下運動を30

分間与えて水中軒別を行 った。節別後の各節上の集合体は 110 ℃で乾燥し絶乾重を測定した後再び元の

節忙もどし，水中で集合体をつぶして二次粒子を軒別除去 し，飾上に残った一次粒子を上記と同様に乾

晩秤量した○これら前後の秤量値の差を供試乾土に対する重量車で表わし，それぞれの粒径の耐水性集

合体とした。

3 ．結果と検討

表層土の団粒分析結果を図－1 に示す。各調査地忙おける耐永性集合体の粒径別組成払 中の川山を

除く他の調査地ではほほ類似した傾向を示 し，2・0 仰以上，すをわち5．0耽机～ 2．0 仰 の粒径を占める割合

が最も多く，以下粒径が小さくをるにしたがって減少している。とくに森が内山では2．0仰 以下の滅少

寒が目立っている。これ忙対 し，中の川山では1・0～0・5仰 の範囲のものが最も多く，これを中心にして

山型の特徴的夜分布を示 している。これら耐水性集合体の粒径別組成と土壌の物理性，とくに孔除組成

との関係を検討したが，明身上うを関連性は恵められをかった。

つぎに，樹種どとに耐水性集合体の粒径組成を比較すると，野川山を除く他の調査地では2．0 仰以上
J iぎ ≒コ

2・0～1・0仰花の集合体はいずれもスギ林が多く， 1・0～0・5 吼 0・5～0・25叩J O・25～0・1仰ではすべてヒノ

キ林が多かった。これは上述 したエうに， ヒノキ林では地表面を被覆するA。層の堆積が薄く，雨滴の衝

事作用にエって表層の土壌構造が破壊されやナいため，スギ林に比べて粗大を集合体の占める割合が小
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3 ）

さくをっているものと考えられる。川村は瀬戸内鉱質土壌の侵食性について実験室的方法忙工少検討を

行い．土壌集合体の安定酸，分散臥 侵食率は現地土壌の侵食性を質的に表現する場合の指標とをるこ

とを明らか忙し．とく咋 1・O t爪以上の耐水性集合体は鉱質土壌の侵食性を示す一次的要因であるとして

いる。今回の調査結果から両樹種間の耐水性集合体の存在状態に速いがみられ，とく忙，ヒノキ林では

1 ．0 仰以上の粒径部分が女ギ林上少も少ないという事実払 ヒノキ林はスギ林に比べて耐食性が劣るこ

とを示唆しているものと考えられる。

％％
瓜

瓜

中の川 山

a b c d e

森が 内山

％

C d

瓜
％

野川 山

C

瓜 揚が 谷山

a b c d e

％
瓜

下る川山

a・ b

田ヒノキ

ロス ギ

a ： ＞ 之 O I b ； 之 0 － 1．0 ＿

C ； 1・ 0 － α 5 1 d ： α 5 － 0．2 5 1

e ： 8 2 5 － 0 ．0 1 I

図－1 表層土の団粒組成

引用文献

1 ）井上輝一郎ら：第34回日林関西支構，56～ 60 ，（ 1983 ）
ヰ巧・

，2）菅田 種子ら：昭和59年藍林試四国支年取 28～30 ，（ 1985 ）

3 ） 川村 秋男 ：四国農業の新技術 3 号， 117 ～ 230 ，（ 1966 ）
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スギ ，ヒ ノ辛 針 葉 の 養 分 濃 度

一同一立地条件での比較 一

書田 桂子・井上輝一郎・岩川 雄幸

1 ． はじめに

林木の無機栄養忙ついて払 葉の養分濃度が他の部分工少も高いことから，案分析にエる栄養診断が

と少上げ られ，主要造林樹種の案分析の篇果が数多く報告されている。 しか し，これらの報告は，それ

ぞれの樹種どと忙稟内幸分濃度の季節変化や林齢，生長，士嵐 施肥をどとの関係忙ついて検討された

ものが大部分で，同一立地条件における樹種間の栄養特性忙ついて比戟検討 した例は比較的少をい。こ

こでは同一斜面に隣接した スギ林とヒノキ林で雨樹種の案分析を行い，それぞれの無機栄養の特性忙つ

いて比較検討した。

2 ．羽重砲および萌査方法

調査地おょび調査林分の概要は既報の乞お少である。各調査地とも徴地形，土壌条件等がほほ等しい

と見なされる同一斜面に隣接 して植栽されたスギ林とヒノキ林で，林齢おエび過去の保育等はナベて同

じである。分析試料の採取は，それぞれの林分どと忙標準木を5 本選び，樹冠のほほ中央部の枝2 ～ 3

本を切 り落 し，着生葉をすべて取 りはずした後それ らを混合し，その一部を採取 して分析試料とした0

なお，故についても姜分分析を行ったが，スギは緑枝と褐色枝に区分した。採取 した試料は70℃の熱風

乾燥器で乾放し粉砕して供試した。分析方法はⅣはケルグール法トア，E ，血，Mgは硝酸一過塩素酸で

畢式灰化した後，アはモリブデン青にエる比色法，Ⅹ，Ca，加齢 庶子吸光法でそれぞれ定量した。

3 ．結果と検討

針葉おょび彼の養分港変を表－1に示す。針葉のN 濃直也 中の川山ではスギ，ヒノキとも高い値を

荒ニ…：三…左芸琵苦言芸冨望芝ご芸芸芸；霊芝芸三豊冨…」≡芸≡霊宝三笠…芸；ア：三；芸芸
のN 濃度の増大に関連 しているものと思われる。樹種どとの針葉のN 濃度は，ヒノキはスギに比べてい

ずれの調査地においても明らかに高い値を示し，同一土壌条件のところにおいてはヒノキがスギに－比べ

てN の吸収が大きいことを示している。針葉のP205，ⅩioおエびM g O 濃匿払 中の川山でP20与濃産が

わずかに高い値がみられたほかほ各調査地ともほほ近似した値を示しているが，同一調査地で樹種どと

に．比較すると，若干の例外を除けば，Ⅳ濃直の場合と同様忙わずかをが．らヒノキがスギに比べて高い値

を示す傾向が認められる。C aO 濃度咋各章分中最も届 く，樹種問ではスギはヒノキに比べて明らか忙

高い値を示 している。

っぎに，枝の拳舟渡直についてみると，スギの緑枚は褐色枝エりも各養分濃度とも高かったが，枝忙

っいて樹種別に比べてみると，濃度が低いため明りょうな差は密あられをいが，全般的には針葉の場合

と芸誓言≡ア芸就三…ア芸ご芸芸…誌接するヒノキ林とスギ林のA帽。蕃分含有率について断た

1 ） 2 ）
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括果． c a o 含有率はスギ林が高いが，甘，ア20 与，E 20 ，M g O はほとんどの林分でヒノキ林の方が

そギ林忙比べて高い含有率を示すことを報告したが，今回の樹種別の針葉おエび彼の養分濃度忙おいて

も同様の債向が静められた。このことから，雨樹種におけるAo層の拳分含有量に対しては，それぞれの落

葉分解の進行忙ともなう変化の樹種特性に上ることも考えられるが，落葉として供給される針葉の養分

汲まの速いが大きく影響しているものと判断される。

表－1 針葉おょび彼の養分轟藍
（ ¢）

㊧は褐色枝
引用文献 々や

1 ） 井上輝一郎ら ：第34回日林関西支静，56 ～ 60 ，（ 1983 ）

2 ）吉田桂子ら：昭和59年匿林試四国支年取 28 ～30，（ 1985 ）

場　　 所 樹　 種 部　 位 封 P 2 0 8 E 王0 C a O M g O

中 の 川 山

ス　 ギ

稟 1．2 6 0 ．2 5 0 ．5 0 1 ．2 0 0 ．2 1

簸 ‾枚
0 ．5 5　 ▼ 0．1 1 0 ．3 2 0 ．9 5 0 ．1 2

・㊥
0 ．2 9 0 ．0 6 0 ．1 1 0 ．7 4 0 ．0 5

ヒ ノ キ
棄 1．4 1 0 ．2 0 0 ．6 1 0 ．8 1 0 ．2 2

枚 0 ．3 2 0 ．0 5 0 ．1 5 0 ．5 4 0 ．0 5

揚 が 谷 山

ス　 ギ

稟 1．0 4 0 ．1 7 ． 0．6 2 1．3 7 0 ．2 5

蘇 横 0．5 3 0 ．1 0 0 ．4 6 1 ．0 4 0 ．1 2

㊥
0．3 1 0 ．0 6 0 ．1 5 0 ．7 7 0 ．0 6

ヒ ノ キ
棄 1．1 7 0 ．1 8 0 ．6 5 1 ．3 1 0 ．2 1

枚 0．3 3 ・ 0 ．0 6 ■0．1 7 0 ．8 0 0 ．0 6

森 が 内 山

ス　 ギ

葉 1．1 0 0 ．1 6 0 ．6 2 1 ．5 6 0 ．2 3

最 枚 0．3 9 0 ．0 8 0 ．3 6 0 ．7 4 0 ．1 0

㊨ 0．2 3 0 ．0 4 0 ．1 3 0 ．5 3 0 ．0 5

ヒ ノ キ

葉 1．1 5 0 ．1 8 0 ．6 1 1 ．1 3 0 ．2 7

枝 0．2 6 0 ．0 5 0 ．1 5 0 ．6 2 0 ．0 5

下 る 川 山

ス　 ギ

葉 1・0 ．0 0 ．1 7 0 ．6 8 1 ．4 2 0 ．2 2

良 枝 0．4 4 0 ．0 9 0 ．3 6 0 ．8 7 0 ．1 0

㊨ 0．2 4 0 ．0 4 0 ．1 5 0 ．6 6 0 ．0 5

ヒ ノ キ
葉 1．1 3 0 ．1 ‾■8 0 ．6 4 1 ．2 7 0 ．2 4

枝 0．2 8 0 ．0 5 0 ．1 6 0 ．6 5 0 ．0 5

野　 川　 山

ス　 ギ

棄 0・8 ，5 0 ．1 5 0 ．6 0 1 ．3 5 0 ．2 4

縁 故 0．4 3 0 ．0 9 0 ．3 8 1 ．1 3 0 ．1 2

㊨
0．2 5 0 ．0 5 0 ．1 6 0 ．7 9 0 ．0 7

ヒ ノ キ

棄 1．0 1 0 ．1 8 0 ．6 0 1 ．2 3 0 ．2 6

枚 0．3 1 0 ．0 6 0 ．1 6 0 ．6 3 0 ．0 7
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ヒノ キ・林 の 地 表 倶 食

岩川 准幸・井上輝一郎・青田 種子

1 ． はじめに

ヒノキ林忙おける地表侵食状態を把纏するため，斜面位置，地形，下層植生等の違いが有機物や土砂

礫の流出移動にお上ぼす影響忙ついて調査 した。

2 ． 1司査地の概要と弔査方法

軌Il営林署管内森ケ内山国有林で，60年生ヒノキ林の小流域において斜面位置，斜面状態，下層植生

等を考慮して9 か所の調査点を選定し，各調査点忙斜面席約10 m に10個の受箱を設置して移動流出ナる

有機物おょび土砂礫を6 か月ごとに採集し，水で右横物と無機物に分け，無機物は 2耶以下の細土どそ

れ以上の砂礫忙分け40℃で乾燥 し，それぞれの重圭を出した。

3 ． 括果の概要

判定開始後 1年間の流出移動物の全量圭は，尾根頚部や山頂斜面では少をく沢状斜面や山脚堆横面で

はとく忙多い。せた同一斜面位置では雨水の集t る凹形斜面忙多く，分散する凸形斜面では少なかムた。

有機物の移動は多くても2 倍前後で各調査点どとの変動は小さい。細土の移動は中腹凹形斜面ヤ沢状斜

面七多く，とく忙沢状斜面では上部尾根斜面の釣20倍の移動があった。砂礫の移動は沢状斜面ヤ山脚堆

横面で多く，山脚堆横面では極めて多かった。 この斜面での移動は雨蘭衝撃をど以外に霜柱その他の影

響忙上る右横の崩落が大きいものと思われた。

ヤl一

▲■ ～′lO ■

叫h 書－●

l t

l ；l 1 1 上 2 ：山1 ■ 凸方■事 ユ；中l 地方♯市

l …中t 凸＃♯i 与；中l 穴状＃ 事 l ；中l 手書♯ ポ く●生書）

i ；中l 平書■■（▲生暮） い 山■任▲育 l ＝山■l l 事

■土

l 壬 I 1 5 1

％一

々Ⅵ

1 年間の流出移動量

暮†
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保護 研 究 室 の 研 究 概 要

保轟研究室の研究扶無比 病害と虫害の研究に大別されるが，本年度も病害忙ついての研究は担当者

不在のため行われなかった。

虫害に関する研究としては「 四国地方の虫害の基礎調査」として，スギカミキリの人工飼料にエる飼

育技術の改良については，親戚にエって鮭全を成虫になる割合の高いものが認められたが間定点が多 く，

なお検討の必要がある。キバチ顛について払 ニホンキバチの成虫は 6 月下旬～10月上旬に脱出し，余

少大きくない舶室内で8V a rm lngを行いt もなく産卵を行 った。貯木場での木口面での変色忙上る調査

で，被害は衰翳未だけでなく鮭全木と思われるものにも相当認められた。セミ顛に エるスギのみがき丸

太の表面忙できる傷の被害払 当て木を巻き付けた上をナイロン網（16日／吋 ）で香うことにユタ防止

することができる。

「 食棄性が顛の生態と防除 」はマツカレハとマイマイガで調査を行 っている。マツカレハの構内での

灯火にエる成虫の発生消長調査は，飛来数が昨年上少少なく，t た初発日が遅れた。マイマイガについ

ては，沖の島で採集した亜種（タ○＝αJムα）の発育を高知市付近の亜種（ノ叩○花i亡¢）と比戟しての調

査では，前者はふ化 日が遅れたが発育は早 く羽化期は後者とほほ同じであった。構内での放飼にエる天

敵調査では，アシナガノサ類にエる捕食が多かった。また．†部ヤプランコサムライコマニレ｛チの寄生もみられた。

「 マツ枯損防止新技術適用化促進調査」は引き続きカミキリ天敵微生物の野外適用条件として，枯損

禾の処理技術について本場天敵傲研との共同で調査を行 っている。本年度はぁ仙periαム“∫iαW ■と

ぷer川い○肘r… CO肘の等量混合液と肌 わrんi之i止れα几i一呼H αe を用いて 3月中，4 月上，下旬に散布

拭験を行った。前者では対照区と比べて死亡率に大きな差は認められなかったが，後者の払 わけんi才i抑

区では遅 く散布ナる程効果が高 くをっていた。

「 マツ枯損防止忙閑ナる新防除技術開発のための発病機構の解明 」は引き続き当研究室の分担課題，

マツノマダラカミキリ脱出成虫個体群の生存率について調査した。本年度は並列 して作ってある網室に

7 年生のクロマツ小林分を作少，その中に香川森下のクロマツの汲書林分と微音林分から採取した枯損

木から脱出した成虫を放飼して死亡状況の調査を行 った。死亡確認できなかった個体（ 1 2・2 5％ ）が

あったが，汲書林分から脱出した成虫個体群が教書林分から脱出した成虫個体群 工少生存率が脱出後10

日目t でで約20％，その後50日目t でが10％前後低 くなっていた。

「 ．スギ・ヒノキ穿孔性青虫忙エる加害・材質劣化機構の解明 」は引き続き当研究室の分担課題，スギ

カミキリの樹体内桓体群の変動について調査した。本年度は構内での強制産卵木と香川・ 愛媛県下から

採取した被害木で調査を行った。強制産卵木の調査で仏 産卵教に対ナる死亡率は木妊上る違いがみら

れた。死亡要因としてスギでは大部分のものが内樹皮でのヤニに由係した死亡であったが，ヒノキでは

1 本だけの枯死木の調査であったが大部分が病気忙上ると思われる死亡であった。被害木の調査では，
嫁－1

加害は林分として一般的に樹齢 8， 9 年前後から始t 少4～ 6 年続いた後密度の低下がみられた。個々

の木では加害状愚はバラバラで加害年，密度等にかな少の差がみられた。樹体内での死亡率払 穿入t

でが50％前後であったが穿入孔作製後は低く，せた加害数の密度の高いところでは高い傾向がみられた。
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セミ頼によるスギのみが巷丸太の被害とその防除

越智 鬼志夫

1 ． はじめに

1 9 72 年愛媛県上浮穴郡久万町で，スギのみがき丸太の表面に傷ができるので，原因と防除の方法忙

っいて問い合わせがあった。被害部の観察，現地でゐ調査および防除のための試験を行 ってきた。その

結果，一応の成果を得ることができた○スギの人工U 雪にエるみがき丸太（以下みがき丸太という）払

冬期忙スギ林で適当な木を選び，租皮を削 少，その上忙色 々な形 と材質の当て木を並べ針金を巻き付け

る。秋どろにをって伐採 し，現地忙 1か月ぐらい放置 しておいたものを持ち希 少射良 し・ 乾換させた後

材の表面をみがいて生産する○このみがき丸太の表面忙できる傷の被害払 全国各地のみがき丸太でも

みられるので，防除の参考のため取 少せとめたので，その概要を報告する。

2 ． 板書の状況と原因

みがき丸太の被害部を観察するとI傷は図－1忙示すようになっていて・ 変

色を しているものもみられる。傷の上の内樹皮は茶褐色に変色をしている（国

－2 ）。この内樹皮の変色部を切断すると，外樹皮から内樹皮に何かを挿入 し

たようをあとがみられる（図－3 ）。せた，材表面の傷は当て木の下忙はみられ

をい。このようを被害状況から，昆虫の吸汁したあとが傷にをったのではをい

かと推察された。現地のスギ林で8 月どろ吸汁をする昆虫を調査 したところ

ェゾゼミ，アブラゼミ，ヒグラシ等のセミ類の生息がみられた。セミ類の成虫は

口吻で樹液を吸うことは よく知 られてお 少，ヒグラシ忙上るスギの吸汗も報告

されている（9）。また，愛媛県林業試験場構内での7 ブラゼミ，ヒグラシ，ツクック

●

■－ 1 一書o ■ ●一 暮 II●▲0 1 色

■一事 土 色した｝丘○＃ 書

ポウシのスギ苗木に対する吸汁試験（松田正治氏実施 ）の結果・ みが き丸太と同様の傷ができることが

確認された。これらのことから，みがき丸太の表面忙できる傷払 セミ顛の吸汁あとであることが認め

られた。このような被害は，全国各地のみがき丸太（青野・ 北山・ 能登地方等 ）でも認められている。

3 ． セ ミ類の吸汁

セミ類は羽化後 口吻で植物の樹液をどを吸 う（ 2・ 9 ）が・ 吸汁する植物については・ ある程度選択

をしているようである（2）。吸汁と被害の関係吼 一部の場合（10）を除いて樹液を吸う場合には被害にを

らをいようである。しかし，果実等を吸う場合には被害となけ シ（11，12 ）・ リンゴ（3）・サトウキビ

（ 1）等での報告がみ られる○林業上では，スギだけで夜くマツ顛，ヒノキ・ 7 スナロ等忙も吸汁忙よる内

樹皮の変色がみられるが，新島の著書（6）に示されるエうに，一般的には被害は認められない。スギの内

樹皮忙みられる変色数（過去何年かの吸汁あと）帆 久万地方の調査で多い所では100‘地 た少30を超

ぇているものも認められた。セミ類の樹木に対する吸汁は・＿若木では樹皮が薄いの－で任意の所で行われ

るが，老木などでは樹皮が厚いので樹皮の裂け目をどで行われる（9）。みがき丸太を生産する場合払 あ

らか じめ粗皮を削 ってあるのでセミ類の吸汁は，任意の所で行 うことができるものと考えられる0 をお・

吸汁あとの変色の有無は，吸汁の早晩，木の生育状態と関係がある エうであるo

A 防除

防除方法について吼 セミ顛は全体としてみた場合・ 活動期間が長く穀虫剤にエる防除が困難である
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ので殺虫剤に上らない方法について検討 した。過去忙，アブラゼミに対する忌避剤が開発されナシの果

実に対する試験では効果が認められたエうであるが，現在市販されている忌避剤はみられない。セミ顛

の属する半 し類の昆虫は，色彩や光蘇に反応 して忌避t たは誘引されることが報告（ 4， 5 ， 7 ， 8 ）

されてお力，t た最近で仕有 し7 プラムシ類忙対 し光や色を利用 した防除の報告もみ られる（13）。一般

忙忌避効果を目的とする場合 ，周囲忙対ナる影窄 も考慮ナる必要があると思われるが，みがき丸太を生

産する場合，あて木を巻き付ける本数は林の中で限 られてお力，しか も巻き付ける長さは 3 れぐらいで

あるので，この部分だけに忌避効果があれば良いこと忙なる。

1 ）色ヤ光にエる吸汁忌避

1 978－198時 に愛媛県上浮穴郡久万町で過去に被害のみら

れた林で赤，乗，育，白，黒，銀 ，金色忙着色 した当て木 と普通の

着色していをい当て木（対照区）を巻き付け，剥皮嗣査を行った

．結果は図－4忙示すとおもである。全体的忙みると，着色 した当

t 5

t O

て木を巻き付けてぃる木は着色してぃをい当て木を巻き付けて ○卜せ

いる木 上少食が少をいといえる。しかし，赤，黄，青 ，白色の当て

禾を巻き付けている木は年忙エれ t た場所にエって対照区よ

少傷が多くなってぃる。これ忙反 し黒，銀，金色で着色 した当て

木を巻き付けてぃる木は，いずれの ときでも対照区忙比べて傷

が少ない。このことは，さき忙述べたエうにセミ頼 も他の半 し

顛の昆虫と同様忙色や光に対 して忌避 してぃる傾向が うかが

われる○しか し，当て木を着色 して防除ナることは，着色の技

術的，経済的理由で実用化することは囲難であるエうである。

○

0

1 0 8 0

3 1

t 0 7 争

S 6 丁8 1 0

1 2 3 ▲ 5 8

1 0 7 0

丁8

J

1 0 1 1

1 2 3 ▲ 5 8

赤井 書

7 9 10 1 1 12

自点 ♯ 仝

図－ 1 当て未の色と傷数（ 0．1 J 当た少）

♯グラフの白は対照区，故事は立木番号

2 ）当て未を巻．き付けている所を覆 う方法

当て木を巻き付けている所をルーフ．インク，金軌 ナイロン桐等で擾う方法について検討を行った。

結果は，いずれの材料でも俵の発生を防 ぐことができた。ただ，ルーフィングで覆 うと傷はできをいが，

樹皮の間が過湿忙な少，気根が多くできて経済的価値が低下することがわかった。せた，金網（ ビニー

ル被首藤 7 日／吋 ）で葎 うと傷はできをいが，価格が高 く，取 少扱い方が困難で，とき忙 よって上と下

を上手にふさぃでおかをいと金網の下にセミ顛が入って吸汁する場合が認められた。これに反 して，ナ

イロン桐（16 日／吋 ）は取 少扱いが容易なこと，長期間の使用忙耐え此戟的低廉であるので，貴重なみ

がき丸太を生産するときにはナイロン網で葎 うことに ユタ傷の発生を防 ぐことができると考えられる。

最後忙，現地での調査おエび防除試験を行 う忙当って色 お々世話にをった日野朝華氏，試験 と調査に

ご協力いただいた愛媛県林業試験場松田正治氏（元 ），同原 国政氏に対 し厚 くお礼を申し上げる。

5

）

）

1

3
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五十嵐

高知県沖ノ島産マイマイガの発育接遇

1 ． 1まじめに

マイマイガは食性の暗が広 く，時 突々発的忙大発生ナる害虫であるが，t た，地域に上る亜種も多い。

高知県西南の海上に位匿ナる沖ノ島にも亜種（ムγれ肋friαd i叩 r ♪○“αJふd）が生息しているが，この

発育経過を駒査 したので，高知産の亜種 り甲 山¢¢）と此擬した鮭果の概要を報告する。

2 ． 材料と方法

沖ノ島産の亜種は1983年12月に採集 した 1卵塊を常温の室内に放置 し．4 月20・22日にふ化 したもの

を・t た，高知藍の亜種は室内で継代飼育 したもので．4 月10日にふ化 したものを用いた。飼育はラクウ

シ？ウ■アカメガシワを何としてふ化幼虫から個体

飼育した。

3 ． 結果の板要

沖ノ島藍のふ化は 4 月20 日から5 月 2 日t でみら

れたが，最初の3 日間で由界はふ化した。表－ 1に

蠣化までの齢構成を示 した。アカメガシワでは谷5

齢，♀6齢が多かったが，ラクウシ甘ウでは♀ち共

6 齢が多か りた。高知産はラクウシ書ウで飼育した

が，杏5齢，♀6齢が多かった。この結果から輔化

齢教は亜種間でちがh はみ られをかった。

図－ 1か ら幼虫期間をみると，沖ノ島産がアカメ

ガシワで平均 ♀50．7日，杏47．7日，テクウシ甘ウで

♀58日，古56．3 日，高知産が ♀67．6 日，杏60．5 日と．

表－ 1 蠣化までの齢数

表－2 羽 化 日

沖ノ島産が明らかに短かった。この結果から表－2 に示したエう把．

ふ化 日で10 日おそかったものの，羽化日はほほ同じになった。蠣期間

は♀が12 日前後．令が14 日前後で♀が短かったが，車種間のちがいは

をかった。蠣重は沖ノ島塞がアカメガシワで平均♀ 1．7 ダ．令0．7 プ

ラクウシ℡りで♀ 1．4 グ．谷0．7 ダ．高知藍が ♀2．8 ダ，杏1．0 グで

沖ノ島産が明らかに小さかった。

以上の結果から，両亜種間の発育経過を比較すると．沖ノ島産の亜

種はふ化日が10日ほどお くれたものの，発育経過は早く，輌化齢数．

蠣期間に大きをちがいがみ られず，羽化期ははほ同じであった。 しか

し，大きさにおいて明らかなちがいがみ られた。

をお．両亜種は外観では色彩において明 らかに異なってお力，特に
≠ヲゝミ

成虫の♀では高知産の灰色に対し淡黄色，令では高知産の暗褐色に対

し，淡色で後麹が白く一見して区別できる。また，両亜種間の交配は

正常に行われ，正常を卵塊が得 られた。

3
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マイ マ イ ガ の 産 卵 数

五十嵐

1 ． はじめに

マイマイガの産卵数を調査 し，姉重，勉の開張（最適 した状態での前遡の最大幅 ）との相関関係をも

とめたのでその概要を報告する。

2 ．材料と方法

飼育したマイマイガは，高知産の亜種（ノ岬 几icα）と沖ノ島直の亜種（ダ”IαJふα）で，高知産は 1980一

年と1984年 ，沖●ノ島産は 1984年に調査 した。飼育は常温の室内で， 19釦年は トサミズキ・ ヤマハン

ノキ，タイワンフウ， 1984年はラクウシすウ，タイワン7 ウ・ アカメガシワを餌として，個体飼育お

ょび集団飼育した。卵数調査は1980年は羽化成虫から卵巣を取 少出し，未熟卵は10倍のルーペで確認で

きる範囲で調査 し， 1984年は交尾，産卵させた産卵数について調査 した0

3 ． 括果の概要

何のちがい忙エって発育に差がみ られ， トサミズキ，ヤマハンノキで飼育 したものは特忙小さを個体

が多かった。1984年の調査から亜種間では高知産が明 らかに大きかった。表 －1 に調査年別忙t とめた

結果を示した。図一1 に蠣重と産卵数，図一 2 に麹の開張と産卵数の関係を示した0 高知産は調査年に

エって，大きさに大 きをちがいが今 られたほか．調査方法も異なっていたが・ ほほ同じ相関になったの

で，ここでは一緒にして示した。1980年の結果は図中の卵数 500 粒以下に分布されている。この固から

蛸重．勉の開張 とも高い相関がみられるが，蠣重の相関がよ少高 く，高知産では蠣重 1 タで 250 粒， 2

クで500 粒．3 ダで1，00 0 粒位にをった。また，

沖ノ島産は調査数が少なかったが．同じようを

高い相関がみ られ．蛸重 1 ダで330 粒，2 グで

7 00粒とを少，高知産に比較 して蠣圭に対する

粒数がやや多い傾向がみ られる。

1 0 0 0

5 00

界

政

（ 粒）

y ＝ 3 1 4 ∫ － 6 3 ．4

（ r … 0 ．9 0 2 ）

‘宅●●
▲

1 0 28

1 000

5 0 0

0

卯

故

（ 粒）

∫＝ 4 1 0 ．1 J ■－ 1 1 5 ．4

（ r ＝ 0 ．9 0 2 ）

1 8 2乃

ホカ】 沖ノ▲

♯暮 帥

同一 1 蠣重と卵数の関係

∫＝ 1 8 ．9 J ■一 8 6 3 ．7

（ 一 三 0 ．8 8 7 ）

●ヽ

●

●■ J

．
一

●

●

●

●

●

●

ヽ

叫60 わ

y＝ 2 1 ．7 エー－ 9 8 5 ．1

（ r ＝ 0 ．丁 9 9 ）

6 0 1氾

ホ知 沖ノ▲

初の界淡（－）

図－2 麹の開張と卵数の関係

表 － ＿1 調 査 結 果

調査年
亜

稚

暮l
圭
政

輔　　　 暮 初 の 開 架 舟　　　 故

平削 一大「舟ト） 均（長短一点長 ） 均 （丑少－t 多 ）

19 80 高　 知 60 0．95 （0．46 －1・甲 ） 57．2（48－67 ） 235．5（小 一500 ）

19 84 ホ　 知 72 1．82 （0．80 －3．鵬 ） 73．0（54 一る7） 505 ．5 b 40←・1028 ）

1984 沖ノ島 lS 1．41（0．7 5－ l．9丁） 66．7（51 －75 ） 46 1．2（2 10－660 ）
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昭和59（1984）年度における研究業蹟

分 類 額　　　　 名 著　 者　 名 書名 ・発行場所 巻 号
年　 頁‾

経 ‾音 西土佐村忙おける林産集落振興

対策事業の誅患 と対策

施薬標準地の解析一樹高分布と
直径分布の解析－

林分蜜産管理図忙上る材頼の推
定について

千本山試験地忙おける関空庭を
基忙したスギ雅樹の発生 と消長

下る川山スギ人工林収棲試験地

の調査

中の川山・スギ人工林収穫試験地

の調査

十八川山スギ人工林収穣試験地

の調査

千本山天然東新試験地の調査

外国産 マツの施業法の解明一須
川山試験地忙植栽されたテーダ

マツの林齢 15年から同30年まで
の林分樺遺の推移－

林分の舟木型の検討

林分密度管理図による材横の推

定楷庭と材横補正

木頭林業地域の地位指数曲線作
成と地域適用密度管理図り選択

都 築 和 夫
他 1名

宮 本 知 子
都 築 和 夫

佐 竹 和 夫

菅 田 実
佐 竹 和 夫
都 築 和 夫

佐 竹 和 夫
青 田 実
都 築 和 夫

佐 竹 和 夫

菅 田 実
都 築 和 夫

佐 竹 和 夫
青 田 実

都 築 和 夫

佐 竹 和 夫

都 築 和 夫
青 田 実

青 田 実
佐 竹 和 夫
都．築 和 夫

宮 不 知 子
都 築 和 ・夫

佐 竹 和 夫
青 田 一 乗
都 築 和 夫

青 田 実
宮 本 知 子

都 築 和 夫
佐 竹 和 夫

高知県幡多郡西土佐

村

日 林 関 西 支 辞

〝

〝

林 試 四 国 支年 報

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
みや－

35

〝

〝

58

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝

1984．4

1984．9

〝

〝

1984．10

〝

〝

〝

〝

〝

〝

〝
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分＿琴 尊　　　 名 著　 者　 名 書名 ・発行場所 巻 号 年　 月

経 営

造 林

土 壌

保 轟

山村振興 コンサル タン ト意見書 都 築 和 夫 全国農業構造改善協

24 8

19 85．1

〝

19 85．3

一徳島県勝 浦郡上勝町－ 他 l 名 会

高知県越知町における農村地域

農業構造改善幸美 について

－コンサルタン ト意見書 －

助齢林 の生長予測

都 築 和 夫

他 3 名

都 築 和 夫

〝

場　 報

クヌギ林のほだ木用原木生産量

の予測

ウラジロ群落の生長過程

宮 本 知 子

都 築 和 夫

吉 田 実

竹 内 郁 雄

林 試 研 報

林 試 四 国 支 年 報

333

58

〝

1984．10

愛媛県面河山国有林の天然生 ヒ

ノキ雅樹

愛媛県 面河 山国有林 における ヒ

ノキの天然更新

「なすび ぎ少」が林分の量的 ・

落 合 幸ノセ

竹 内 郁 雄

安 藤 貴

落 合 幸 仁

竹 内 郁 堆

安 藤 貴

安 藤 貴

安 藤 貴

井 上井 一 郎

〝

日 林 開 「西 支 辞

日林関西支 シンポジ

〝

35

〝

5 9

58

〝

〝

〝

198 5．2

1984．10

質的生長 と姓全牲に及ぼナ影響 ウム責科

便勢木の間伐 一成木摘伐 （第一

伐 ）施薬 の基礎 として－

暗赤色土 め腐植形腰

高知 営 林 局 技研 集

林 試 四 国 支 年 報

ヒイキ林 の地表侵食 一枚下 高の

違いが地表侵食に及ぼナ影書 －

林地 におけ る表層土の理化学性

の分散

教生物 剤に 上るマツノマダ ラカ

ミキ リの防除
㈹丸太 に散布す声ときの条件

マスタク ロホシクマムシ （森林
害虫各論 シリーズ 15 ）

芦 川 堆 幸

石 塚 和 裕

井上 洋 一 郎

青 田 桂 子

石 塚 和 裕

井 上 輝 一 郎

越 智 鬼 志夫

〝

〝

〝

日 林 関 西 支 ‾辞

浅才羊
林 ⊥業 と 薬 剤

〝

〝

35

89

〝

〝

1984．9

1！始4．10
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サミ言で ノ

争 ‾‾顛 壷 ‾‾　　 名 著　 者　 名 書名 ・発行場所 尊 号 年　 月

保 轟

その他

群が灯 に エるマツカレハ成虫の

発生消長調査

食餌樹種 のちがいに 上る高知産

マイマイガの発育経過伽

野外に放飼 したマイマイガ幼 虫

の生存経過 一丁シナガバチ類 忙

上る捕食 －

刈払作業 の実態 と安全性の検討

第 3報 刈払機作業 忙 エる疲労症

状

人と道具

五 十 嵐 圭

〝

〝

辻 隆 道

他 2 名

辻 隆 道

林 試 四 国 支 年 報

〝

〝

農 作 業 研 究

人 間 工 学

58

〝

〝

5 1

2 0 （5）

1984．10

〝

〝

198 4．9

1984．10

物輸について 〝 機　 械　 化　 林　 業 371 〝

1985．2
造林作業安全衛生実務必携 辻　 隆 道

他 2 名

林材業労災防止協会
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気象 年 報

自198 4．1

至1984．12

ヰ子￥も

月

自　 記　 温　 度　 計　 ℃ 自記 湿 度 計 ％ 自記 雨 量 計 仰

平　 均 最　 高 最　 低 平　　 均 降 水 量

1 2 ．1 7 ．1 － 2 ．9 6 1 6 5 ．0

2 3 ．5 8 ．8 － 1．4 5 5 8 4 ．5

3 7 ．6 12 ．8 2 ．3 6 1 6 7 ．5

4 15 ．1 1 9 ．7 9 ．8 7 7 3 0 8 ．5

5 1 9 ．4 2 4 ．3 1 4 ．5 8 0 1 4 6 ．0

6　　　　　　　 2 3．6 2 7 ．2 2 0 ．0 8 9 5 3 6 ．0

7 2 7 ．5 3 1 ．4 2 3 ，6 8 9 2 1 8 ．5

8 2 8 ．3 3 2 ．5 2 4 ．1 8 8 4 0 7 ．0

9 2 4 ．0 2 8 ．2 19 ．0 8 6 7 9 ，0

1 0 18 ．5 2 3 ．6 1 3 ．5 7 5 1 7 1 ．0

1 1 1 4 ．7 1 9 ．7 9 ．7 7 3 8 2 ．5

12

計

平 均

8．5

1 6 ．1

1 3 ．4

2 0 ．8

3 ．7

1 1 ．6

6 3

7 5

6 1 ．5

2 ，2 2 7 ．0
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沿革

1 糾7（昭2》 年12月 1 日 大正拭験地を併せ林美試巌場高知支壌発足、位置を高知市丸の内9 、高知

1 捌（昭乃）年4月1日

1 959（昭糾）年 7月 1 日

1 鋸3（昭辞）年 4月 9 日

1 捌 （昭39）年3月烈日

1 鉱4（昭39）年 4月15 日

営林局構内に置 く。

大正試験地を廃止。

林業試験場四国支場と改称。

高知営林局庁舎改築にともない仮庁舎の位置を高知市丸の内5 （旧農林省

高知統計調査事務所跡）に移す。

高知市朝倉丁 915 （字行宮の森）の新庁舎に移転。

落成式挙行

歴代の支場長名

初代 農 林 技 官

2 代 ”

3 代 ”

4 代 ”

5 代 ”

6 代 ”

7 代 ”

8 代 ”

9 代 〝

1 0代 〝

1 1代 〝

1 2代 〝

1 3代 農林 水 産 技 官

1 4 代 〝

1 5代 〝

後藤 克 人（ 1947 ．1乙 1 ）

金井 彰（ 1948． 7 ．16）

佐治 秀太郎（ 1949 ．9 ．加）

中川 久美堆（ 1952 ．3 ．31）

長井 英 照（ 1954 ．6 ．21）

片山 佐 又（ 1956 ．4 ． 16）

渡辺 録 郎（ 1959 ．7 ． 1 ）

福田 秀 雄（ 1966 ．4 ． 1 ）

岩川 盈 夫（ 1968 ．3 ．訟）

奈良 英 二（ 1971 ．9 ． 16）

大西 孝（ 1972 ．4 ． 1）

森下 義 郎（ 1973 ．4 ． 1）

伊藤 敵（ 1980 ．4 ． 1 ）

原田 洗（ 198 1．4 ． 1 ）

辻隆 道（ 1982 ．4 ． 1・－）



ー4 6 －

転出 00 ．4．1 春本 辛裕

転入 60．5．1 酒井 正治

支塘 内 の 勒 垂

6 0．5．1 宮本 倫仁

6 0．5．16 根本正二郎

〝杉本 育己

職二月 の 異 動

九州支場庶務課庶務係長

本場土壌部土壌調査料

土壌第一研究室

併任解除 造林研究室併任

庶務課会計係 一 庶務課庶務係

庶務誅庶務係 ← 庶務課会計係

ヰ、ユ



－4 7 －

（ 60年 9 月 1 日現在）

四国 支 場 の 機 構

誅長補佐 山之内 昌 利

庶務 扶

蛛長 中村 武彦

調査 室

支場長 辻 隆道 垂長 井上梓一郎（併）

経営研究室

係教庶

長係

係針金

長係

主任研究官

垂長 都築 和夫

造林研究室

壷長 安藤

土壌研究室

主任研究官

主任研究官

主任研究官

主任研究官

モ

室長 井上粋一郎

保護研究室

iJナ卑

室長 越智鬼志夫

取輔

㈱

㈱

（

利

代

己

世

男見

昌

加

育

出

来

内

本

本

楯

裔

之山

山

杉

高

高

子

郎

史

二

先

正

正

田

本

岡

浜

根

片

㈱

仁

江

世

夫

男

実

見

倫

冊

出

良

東

本

渕

梶

田

梶

田

宮

兼

高

門

高

音

佐竹 和 夫

青田 実

宮本 知 子

堆

仁

郁

幸

内

合

竹

落

岩川 堆 幸

青田 種 子

酒井 正 治

主任研究官 一 五十嵐
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